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まるで 岩 だらけめ 坂を 上つ ている よう だ、 

七 2 B は 思ぅた t 

左足 U 鉑の捭 よりも* ぐ 一歩 前に 出す 
だけて ■息が 上がる* やっとの 思いで 左足を 
理み 出せば、 次は 右足の 閏而が 軋んだ 苷 
で n .鴨を 上げ 

半ば 転がり 落ちる よ うに 飛行 ユ^ 外を 降 
») て 1 格蚺癉 を 出て エレべ^ 1 - に ！ (n a 
降を 移 ¢1 する こ i わずか 数 メートル。 たった 
それだけの 移齡に g した 時 mu 、 数礓 に 
S せ丨 f 呆然と する ほど* 開鸾 莳はこ の 通路 
の 先に ある， この 後の 所要 時 閑を 考え ると、 
m が® くな!? そ？ だ ， 

wsirtJi 上に ある パン カ _は< ] ル ハ拥 
Si の 航 練基堆 であ も。 地上 [:: 培 下して 戡ラ 
ために 必要な あらゆる 设懶 も、 隊貢 たちの 
思 住 空間 も m えていた が 、 決して 由大 な 場 
葫 という わけではなかった- なめに ^ I 的 
地 * での 道 のり が 粟 てし なく 逸く 感じられた。 
通路は)！ やかな ス〇 ■ブだ から 段差 もない- 
§ をっ ぶって いても 嫌け るよう な 場所 だとい : 
ぅのに， 

つま 怳 運！!!* 能の 不具 台は 相盎に 深刻、 
という こと だ* 早く 閒 発！* で再阴 整して もら 
わなければ と t 歩 < 速 度 t どうにか 上げよう 
i したと 含だった * 

m 方から 司令® が やってくる。 破 礼す る 


! ため 丨 こ左院 を豳彳 こ盎て つも (? が S 祝が 上 
が ウ？ つてい ない* 2 S は 8) (をし かめた。 ど 

i 

うや ら不典 台 U 足 C け ではな かつたら しい， 
f ああ t 素に していい J 
不格好な 敬礼で s すぐに 2 B の!！ _ を铒づ 
ためだろう。 司令官は K を 下ろす ようにと 

; いう 仕 W をし た， 

! 

「ずいぶん、 具舍が 鼉 そうだな J 
f 地上での 修理が 叶わな かゥ たた め， 不本 
鬣ながら、 作 _ 行動を 中止して 埽 通いた し 
iUc . 印し 识あ りません j 
「別に «ら なくて いい。 他に 負傷者は ？ j 
「本 B 耒 明に 発生した 嫌. 械 生命 体との 交# 
によ L tD が 右上 聃郁 及び 右 屑に t 4 BA 1 
S 大 II 部に 輊 傷を 負う も， 粟 名と も 12 H の 
応： ft 処 ■によ L 作喊 行動に 支 W のない レ 
ベ A ■まで 回復して おります」 

| …か」 

司令官が ふ t 1 HW 4 機へ と决 した* 袪钠 
應と 開発 M や 司令 1 を 結ぶ こ の 通路は 「外」 

I 

に 面して いた* 琦 い 宇宙 空 W と t 点在す る 
里々， そ し て 1 人*！ の 故雔 たる 地球が 見 i 夂 
あの 青く 契し い S ■の 上では s ョルハ 部隊 
員を 站め とする アンド □ィ} '-鸢 が、 今 も檐械 
生命 体 と战 っ てい 叩 き瀆 し て毛 叩#;; II し 
て も 1 しつこ <通 いてく る ©のように、 播械 
生命 体 ど 6 は る ことなく 現れる E 
rite の 歡 に対して 3 ル ハ 部隊 諷の数 is あ i 
〇に も 少ない ■■ ■… • 少数精鋭と 言えば 、 M 
こえは いいが h な」 

数の 上て ■の 圧 困 的な _ を、 これまで 峨 喊 


と 技術と で 補って きた, だが、 その 不利を 
a すまでに は 至らず、 n いは 畏期 化して い 
だか tw なる 努力を 1 と 首 われる のか 
と 思った が， 違った a 
『だから、 あま 〇 無理は r るな よ？」 

司令官の n 扞に实 みが 浮かぶ， 時折 だ 
t 、 司令 笛は こちらが 戸惑う 丨求 ど， し ¢*8! 
笑む ことが* る* 首 動は 指導 省ら しく# 格 
である し， その 判® は 研ぎ澄ました 无の よう 
に 冷や や かで 銳いに も 拘わらず* 

Jtf 

喁さ かに: 3 かぷ この 笑みの 奥には、 おモ 
らく 敎 え 切れない ほ どの 苦 位 と 葛 iS が 嫌 も。 
て 1 いる 彳こ遵 いなか 

「可 令 富……」 

嘗い 掛け て、 やめた。 これ [ S 私の 阳 好だ， 
と 2 BIJ 思い 值 した* 

「いえ、 何でも あ ません J 

司令 E が 笑みを 消す* その 爨 から！* か 
な* S が 紡がれ 壬* 

「どれ. ほど® 椭 な 任務であって k やり遂げ 
ねばならない* 私 遵ョル ハ 筘 嫌は J 

私 遇 3 ル ハ. 瑯嫌 は， と 2 BI * 声に 出き ず [こ 
»り 返す。 苦し か 〇 たこと も ある * っら < て 
たまらなかった こと も …… なか ゥた わけでは 
ない 。 けれども i 任務に 不潢を 抱いた こと 
はな かった* 

r しか レ いかなる 任 狭で あれ 、 全ての 貢 任 
lili にある • それを 忘れるな J 

f a •で 1 心の ■中を be み ■取られた よう だ n 
任務を 終える たびに ってい く 重さは， 自 
分一人の もの だと 思って いた* K 今 も 壬 


r OODM. 



う 思って いる B それでも、 句 令 官の曾 置は 
胸に* いた， 

1 ■人铒 に 栄光 あれ j 

今度は® 麻を I ちんと w に 当てる ことが で 
ttc . f 人® に 栄光 あれ」 と 荀令官 もまた B ! 
サ iS す* 

この ■人め 下で 教 う。 これから <> D 母なる 
地球を 人 嫌の 手^ こ 取り 疾 すそめ 日まで* 
規則正しい 足音 t 背中で W きなが 1 2 
B は M 発 室へ と 急いだ， 

く ナンダ a ウ イマノ 7> 

く ナンダ ロ ウネ？ イマ/} 

(ツイ テ イッ テ ミル わ 
く ツイ テ イッ テ ミ 3 ウ〇 

fTB 13：40 j 

* 1 令 室に. 入るな 15 、 一歩も 進 め なくなった。 
いきなり 数人の オペ レー;?— が |6 け ゥてき 
X , 進路を® いで ¥ たので 务る* 
f 司令 苜！ パン カー内の 資材 配 償の 件な 
ん r です が- _ 

r 地上 n 嘆 雄 都市 方 困の 戟況 を® s させ 

てくだき い」 

「月面へ 送る 資材 コン テナの 承 ss を お W い 
します』 

「 F 地 K 3 d 区の 通 偉《« に！！*® が 発. 生し 
た _ 嫌です」 

どうやら オペ レー ター濂 は 「司令® J と 屑 
香き が 付いて しまえば， 処理 能力が K ね 上 
がると でも 考えて い' 丢ら しい* 


r 資 相 ic w しては， 各 担当者の 動 嫌を 考* 
した E . aa を 三* 丨こ 校って « 出* その後、 
改めて 按时 す * j 
「了 峡 しました j 

「*6浼 相告 is 三百 三十 秒 後に 間く」 

「了解です」 

「3 ン テナ B 承認した J 

「あり がとう ございます j 

「 F 地区 の 隊員！: アク t スポ イン!' へ 向 

か わ ザ、 通 因を WJt させろ」 

『了解しました」 

やれやれ h これて 全邢 終わぅた，* — t 
恩， たのに 、 才べ レーダー達は その 嫌を 動く 
. 嫌 子がない* まだ 诃かあ も らしい， 

I r それから？」 

はい， と オペレーター連が 芦 t 黼え る* 

； 「吒 令官！ t け 取って くだ# い！ J 

一斉に 寒し H された めは， 金色 や®! 色の ! 
小 呑な S み, 

「これは？ 何 だ 7 J 


f 今日 IS 二月 十四日です， パ レン タインと いゥ 
X . 费 愛す S 相手に 茶色い モノを 嘯る 日な 
ん です J 

r パ レン タイン？ 旧世界の 風 習、 か？」 

『は い I 鱷ゥた 人 られた 人 も 、 どちら 
も 幸せに なれ るんだ そうです* 茶色い モ / 
は 金 色 や 鈸 色の 紙 て ■包 も， め が* わ しだ そ？ 
です よ j 

邁理 で， と® づ f こ， 崧や 大きさは それ ぞ 
れだ が、 どの 效み ら と*! いてい 去。 
な も ほど、 大膏の 人 «は こんな もの iW 1 ? 
合って い たら しい* 

受け取った 包みの ひとつを、 拭し に 開封 
してみ 黧げ系 色の _/ ボ k だゥ た， これ 
を ど 3 しろと？ と 思わないで t なかっ た: 
ひとまず 「ありがとう」 と* えて おいた ♦ 
旧世界の 風習には 理解を 超えた ものが 
少なくなかった。 人 翔は 自分* アンドロイド 
の# Jift 主な の だか (■理解 ■」 奢 拭み る こと 
目 体が おこがまし いし、 置 味 も わからずに 真 
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似る のは 推奨され る 行為では ない， この パ 
レン タインと いう 風 罟の模 做 も s 公式には 許 
可で 5 る ものでは ない の だが.-…-* 

ただ、 乇 こまて‘ 堅い ことは 首#5 ずに おこう 
t 思う， オペ レーター 逢には H 前轉で 覼 ラ 
兵士 逢と はまた 違った 苦労が ある* 
r 珥令窗 、あの -■- … D よ ろしいで しょうか？」 
最後に 结 しか けて# た のは 、オペ t ^ — ター 
60 だった。 彼女は との 通 m を栴 当して 
いる* 

「なんだ？」 

「飛行 ュ ニ 分 新装 俩 の 実 较実驗 め 承炫を 
いただきたい のて 11 すが」 

新 装備の 件に ついて は、 肫発 部から 途 
中 経過の 報 古を 何度か 受け ていた* n 装 
実驗 となれば t オペ レー ター や隊 貝との やり 
取りが 必霭 である* その 取りまとめは I 60 
が 担 与して いたらし い & 
r * ■あ, あれ か。 先行; »| 置の， 作哦 [:; アサ 
インされ ていため は， 確か …… j 
「9 S です。 先行 №1 査 で問埋 がなければ、 
陣下 部隊での 最終 実*^ な 0 ます J 

それを 聞いて t ふ iBS 裏に 先刻の 2 B の 
囲が 浮かんだ， 

r そうか h 93 か 一. _ . そうだ 勺た な」 

全ての 貴 任は ⑴ こ あん と 今まで 幾度と 
なく 緣サ 返して きた 曹 葉を また， 牌の 内で ■つ 
ぶ や“ 

「承 15 した J 

「ありがとう ござい ST 」 

- 礼した ぬが 司令 宏を 出て 行った* 古て、 


と 振り返 ち 4 ： うど 三百 三十 秒 後 だ。 
r では h 地上 ■ の 嫌 況 報告を 聞こう」 

くチジ 3 ウ セン？ セン 年 * ウ ホウ コタ ？> 

: ■( 地上 デ 抑 ウ 事？ mm / 状況 ノ 
辜 ソャ ナイ？〉 

= 

' く ナル ホ ド 装鴯ッ チイ ウノ ハ ナンダ ロ ウネ）： 
! < ワカ ラナ イネ > 

3 

i < 見 二行ッ テ 53 ウカ > 

! < 風 二 行ッテ ミヨ ゥヨ） 

i ! 

: 

: [TB 1 4： 00] 

= ! 

オペレーター 6 〇 は 格納 靡へ と 系いだ # 入 • 

I 

: れ 違いに なって しまっ て は 困る <■ いや、 入 
れ 運い になったら なゥ たで， 通 俚で 連絡す 
れば いいだけ の 坊 だから、 困る わけでは な 
iMt れ ども * 

開き かけた F アに 身体を 滑り込ませる t 
焦れった くな i ほ^ ドア が 開 < 速度 は斕い 》 

: 进 速な 行 園! (こは 迅速な 段 黴が 必要な の だ 


か \ 改 _ すべ 寺 点と して 中软 してみ ようか v 

な Stmkk 

「210、 い *? J 

カ タパ ル トに 装 偏した 飛行 ュ： ット の険か 
b , オペレーター 210 が 節を 出す * まだ 点 
検 作業め 真っ最中 だフ た。 いい タイミング だ* 
¢0 はさ ゥ そく 用件を 切り出した 。 
f 萬 装 英_ の 承眨が 下 〇た の [ J 

ヒこ酿 2 10 の 反応が 予想外に 薄い* 
英驗の 内容 1 t 失念して いるの だろう か? 
「岡の 新装 儂 だよ？ 琦行 ュニッ !■ の！ J 
怪蚜 そうに* を ひそめて いた 21 CJ が 呆れ 
た 》 谓を琢 かべた# 

「それだけ？』 

「それだけ …… ぅて ？ J 

今度 IJ 60 が® If な 表情を 浮かべる 番 
だった g _ 2 10 はい ク たい 何を 呆れて いるの 
だるう か？ 

『そんなの、 通 fS ひとつで 濟 むこと でしょ a 
わざわざ 1 ここまで 来な くた ヮ て』 
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『それは そうだけ ど」 

な ことを と* いたげ な 210 に， 601¢ 
反 雄め 《麯 を 探し 匕 
r て ■もて ■も！ いつつ も通懦 て ■済ませて たら ェ 
運動不足 丨 こなっ ちゃ ラし！ J 

2 10 の. 固 が拎方 だけ 動し だから 何よ、 
と 雪わん ばか!) に ， 

「それに 実 嫌の 装 _ を ちゃんと 見 ながら 葙 
K するめ ゥて u 大搴 しゃない？ ほら、 なん 
てい 3 の？ 私 違 的に？ 万全？ そ ラい， 
のク て、 ええと…… J . 

f 仰 事に も 万全を 期す るの が 私 逢 オペ レー 
ターの 役 害^ね J 
「そぅ ！ J 

60 が势い 込ん で 答える と k やっと 2 1〇 も 
首を 裕 ( こ攝ゥ た， 

「確かに そうか もね。 新 装備 なんて »い たら S 
I ) れ これ ■やら かしそう だもの， 好奇心の 塊 
だから， 9 S は J 

肩を す < めて 言う 2 10 の 口 言葉と 
裏 » に® しい， いつもそう なめ だ， 担当し 
ている 扣の 括を するとき の 21 CHi t 

わか 5 ねかる、 と 60 は 身を* り 出す* 担 
当す る 相手は it えど I オペレーター としての 
紙 待ちは 澗 じ* 

「2 B さん もね一， けゥ こう 無茶す* からね 一 J 
SM が 好奇心の 赴 くま まに 「やら かす JJ ： 
うに、 & 勘は 自分の 身を, K みずに 『やら かす J 
钱 向が あるの だ* だから こ壬， 統?* の 飛び 
交？ 舫 W でも » す备 ことなく 期え 石の だろう 
けれども* 


f 見て るこっち が ハラ/ ラす る クてい ラ か J 
f 特性 上 t 仕方ない のば わか るんだ けど j 
r 1 3 ちよ ゥと 自重して ほしいよ ね J 
t でも s それを 曾っても ね 
f しようがない もんね一 1 

だか と ¢0 と 210 の 雪* が靈 なる， 

J 辜们の 第爾は 大事 tj 

そして、 オペ レー，一 同士の 情 輅 交換 も。 
取 石に 足らない よ 3 なや I ? 取! 3 や 会 K であっ 
て も、 それ もまた 清银 である。 そんな ささや 
かな 罱 殺の 覆み 霊ね が、 重大な 判断の t 
ン 1^丨こ なフ た!^ E 陝 を0避 する シグナルに 
: な， たりす る。 要する 丨こ 1 才べ レーターに とっ 
ては 日 常の すべて が 任務 にっな がって いる P 
『 S 々 是 任務 J な® だ B 

60 と 2 W は' 新装 備に 閱 する いくつか 
の® 置 点と 変:！ ■点を 格 眈 した 後， 少し ばか 
りおし ゃべ りを した， もちろん、 210 は 作* 
m 手を 休め 基 C とな < 
f は い， お待たせ J 


21 0 が 点 挨 を 終えた 飛行 ユニット を 定位 
■に R し、 60 のために 鬌 所を 空けた 1 力 
, タパ ル M こは一度 丨 こ一機し か 装儂 で# ない 
: ため， 点糗 4_ 人 すつ 行う こと 『こな る。 
f それじゃ、 9 SicUi * 格し T おくから」 
r は 一い •よろしく u 

空いた 場所に 2 & の 飛行 ユニ パを 固 足 U 
60 は 点検 砟莱惫 開始した ■> 

(あの 檐拽 オオ キイ ネ エ？〉 

(7* レが 班痤傭 カナ ア？) 

(ツギは r ^ iz 抒 こ？ 力？〉 

<ツギ は F コに 忾 こう 力？ > 

[ TB 14；30] 

9 S の 居# 断を 探す めは， オペレーター 
Z 1 CH こと つ •て 「桕 羅 な オシ ゴト J だゥ た。 

地上で は， 衡垦 A 偉の K * 度 や 通 镨帶 
域の せいで 位 霍 情報を 捣石 こと も あるけれ 
ど 4, パン カー 内で 恭れば 1 まず W 遵 える こ 
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SHORT STORY ■ 


とはない* 9 S はこ こだ， t 恩いつつ、 210 
[ i >_7 の 泊に 立 つ， 

サーバー 管理 芏 & パンガー 内の 大型 瑾 末 
が设 ■ざれて いる 部 B である。 ここて 、 gs : 
は 敵め 防！ SE を 分 祈した L 新たな ハ 7 年'/ 

グ バターレの 解 折を した ( J して 過-していた。 

9 S は その 手 〇_ かい 作業が 大好 S なの だ 。 i 
出® 命令が 出ない 限！?， いつまでも、 いつ 

J でも， いつまでも ，ここで 作篥 をして い 

る t その 集中力た s や 凄まじく、 r ? 7 が 開 < 
がして も 気づかな L 、こと も しばし ば だゥた ， 
ほら, やゥ ばり、 と 210 は 内心で 9 ぶ や 
いた， 9 S は一心に 窣 未に 見入 ゥて いて 1 
2 to が 入室 L たこと にも 気づかない* ゴ》 
グルに* れ .て 見えない けれどん きっと 目？： 
かせて 作莱 (こ 没頭して い a の だる？ 

人 頷は、 その 幼年期には 时間 を 忘れて . 
「玩具で® ぶ」 という 抒 本に 夢中に なつて 
いた そ ラ t けれども， そ a は 今の 9 S の よ？ 

な 樺 子だった のでは ないだ る うか。 


実は I 格納 a に 向かう irn こも一 度％ ここ 丨 
へ 立ち寄って いた* あ 生り にも 集中して いる 
様子だった から 声は かけな かづた の だが， 
その 時点で、 9 S の 在 里畤颶 は三畤 間を 超 

えていた 1 

いい加減 、 体 期 を 取る よ ラに' ■■わな けれ : 
ば、 i 思った ときだった* 不意 丨こ95の 屑が . 
び （ UM えた。 背後から 「わっ！ Jt 大 戸で 
fe どか きれた ような、 そんな 勸 作だ^^ ； 

【な— んだ v オペレーター さんか」 

挑ね 上が ゥ て いた 雨. ■を 落とし が 
? 10 め ほうへ と视 *1 を 向ける a 
r な， ん だ、 じ 辛ないで しょう？ 休 stt なし 
に 何 畤閭も 作 » をして はいけ ないし *>れ : 
丨 まど ■… ■■ J 

f ハイ ハー イ！ J 

『ハイは一 E 1 でい いです」 

は* い、 t 不满 そうな 声が 返ゥて くん 
「雉 末との 饯 嫌を 解除して ください 4 次の 
汗1«の親明4しますから』 


『え 一 T このまま 閡くん じ ゃ ダメ ？ J 
「ダメ です， 瀾_> 不足になります よ J 
つい さっ f 、 60 [ il ■われた: ば！ H ) の 台 明 
を 流用 す£こ とに なろ 7 とは* でも、 運動が 
必要 なのは 6 0 よりも 9 S の ほう だ* 
r 少しは 歩 ざまし ようね」 

9 s がしぶ し ぶ _ 末から 昨 れ た， 
r 次の 作哦っ で、 どこ？」 
f 工場 嗝墟 です。 9¢ 埔内 及び 网 迟 の P 3 E を J 
r って ことは， f た一人 か 较し いな 办 j 
¢3 がっ まらな そ ラに 肩を S とした。 が、 
すぐに 餒を 上げて、 210 を 見上げて くる ， 
r オペ レー ター さん も 一 箱に?^ ません か？ j 
本気で 首って い るね e すでは な い こと < らい' 
之 1〇丨 こは わか ゥてい た。 寂しが。 ている の 
は 本当 だろう が、 だからと い って 作 教 に オペ 
レーターを 同行 させ 5 な ど 論外 だ。 

「ダ メで す* 仕事なん ですから ， 付え たこと 
4 fl ■つてない て％ ちゃんと一 人で 遂行す るよ 
うに」 
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If わか ゥて ます ゥてば _J 
9 S が 傾 を 度ら ませる 《 ただ， 少し 声が 
I ず t いるよう に 聞こえた* それ じ ち i 勹 
と li か 0 「フメ」 音: 办 (ブ まし ょ？ か > a h と 2 1〇 
は 考ぇ S , 

「次 の 作戰 は,. 新しい 装 慚 の英漩 実 核 も 兼 ' 
ねて いるそう です よ j 
「ほんと に !？ j 

9 S の 声が » んだ □ 思 っ たと お L 「新しい」 
という* _は 效果 絶大だった， 

「烊 しい 蜕明 丨5 格納 厚で。 突 煤の 装 W を 確 
炫し ながら 『こしまし 上う ね J 
「は一い！ J 

そのと t だっ fc * 令 S が ハツと した 朗丨 こなる* 
「ど？ かしまし たか？」 

そういぇば、 きっ# も 少し 嫌 子が おかし かゥ 
ft , 2 tO が 入室して きた i とに* {いたの だ 
ろうと 思った けれども、 9 S の拼雉 は？ 10 が 

: 

いたのとは 違う 方角! を 肉いて いた t あ のと#、 

9 S は刖の 何 かに 取られて 關 を 上げた 


の だ* 

「なんか. ■… .気にな づ TJ 
「何が、 です か？」 

W か [こ 見られて たみたい な！!!; がして 1 i 9 
S が 里 内 [: :視 神を 巡らせる P しかし、 すぐに 
今 S は 苗 t _ [こ 费つ.]^ 

「そんな わけない か。 汉 のせいだ よね， 疲 
れ てるの かな？ J 

「だから、 定期的に 休 M を 取 IJ なき' いと あれ 
li ど - …- J 

「ハイノ、 _ イ!」 

「ハイは 一回！ J 

新装 儷の！！ ft 明を 終えたら、 族理 にで も 休 
むように 111 めなければ 疲労が 3 fffi してい 
て は 作 Ifi 行動に 茭 皡を采 しかねない。 

そんな こと を％ えながら ， 2 W は 勺 Si 促 
して ザー パー 管埋 室を 後に した 。 過 S する 
前に、 も う一 度 だけ 1 宝 内を 見回して みた . 
けれど も、 もちろん S 4] いなか ゥ た* 


<胜 なか ■つたね〉 

く 見つかる ところだった 

くで も、 サミ シイ って、 何だろう ね > 

(わからない ね〉 

げ W □イド は不思 嫌 だらけ だね > 

くそう だ 4JU 不思» だらけで‘… ■■ 面白い ね:) 
くもう 少し 1 遊びたい ね > 

(そうだね* もう 少し …… jfi びたいね > 

何# の 霣配 もない サーバー » 埕呈 内、 大 
塑 m 末の _ 面に 四つの 文； が 我れ t , 


通懼 終了 
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調査報告 概要 








_11$ 哦体 ： 3 ル ハ九婷 S 逛* fi び t 随行 支找 ユニット Pod 153 

本 ffl « 霧は 、 地上 任務に て a ル ハ ニ号 8® 彳こ 同行し た、 ョルハ 九 号 S 型め 圮 t * 空 flfl 内に 残って いた 情雜 であ 5* 全 記 
錄の解 折が 終わる までの 玷定措 S として 機密 レ ペル S とし 4 司令 C 以外の ョルハ M 保 者に 璐 示す る ことを 禁止す る， 






期 SBliSJ ; に 栽& された* 地 群よ ， アンドロイドを 使った 入 霣の 反 S 作 Stt が 
十 » 回 tfc よぶ 大 M «» 下作 Iffitlit もな お 決定的な 打 ¢4¢ え ず、 ％ いは SWt * 



森の 匡 
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ttil 衛 StUtEW されて いる* 事相 位は 全部て -13 基 存在ず る* 内 IR は， 大出 カレ _サ_ 衛瞿が 4 基， 軍事 基逋が 
♦基で， パン*- は s ~ a » P « 骞 所の 軍事基地 土して Kit された tk , 月* の 人 fli 金 諶ゐ の 遇 ffl 中 繕 サーパ ー t し 
ての S * (も 担 9て いる， 1 I 今 3 自年 0$ 月® ェ、 13 今 4¢ 年 U 月 完成， 
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の 部疆 


a ル ハ拥 RtM に It 各 e 
の W * が BI ) 当 t b れ て fclK 
任 » に 就いて いない 場* は そ 
れ それ® B*T 遴ご tT い 4 u 
ベ:？ ドて ■は «汰め«舴 の C 3 t ^ 蟪宋 では 
対 »4 支 私 5 こ ± で 访熨 の供耠 4» ける 
なお， a > ハ 拥»慝 が 着用 
LT い i «(0 洗塌 は、 洗 » 班と い 5 専 n 
めア VFD イト-が 行なって いる* 


司令室 


醪 帝： ヨルハ W 味 S ] 令 *、 if 
よ び オペ レー ？ー タイプが 常 
« し， 作 社め 罾理 ■找示 tfi 
な 今* K ^ Srt / t いる 巨大 ス た 

クリーンに JiL 忭職办括浼#"/アルタ4ム 
で** されて おし これを も SKti 令が 
¢¢*1 も， 3 ル ハ拥 » J | は 霱» な 昨 « 命 
噙め董 «, および 麵咨 をす feWl こ％: 

B 1 令* への 出 » t 編 ft づけら ItT いる c 


■■ 

BHVi 
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A-Y 


トウビ _ 


金 ®: l*Bcm [ ヒ ー AtSTt) 1 悻 1: 14B_ake IB :84cm. I W ： S6em I H ： SBcm I ： く すんだ 置 色 


汎用 戢 M 号 デルア：^ ド 〇 イド、 正 式 名称 3 ル ハ ニ号 &型 4 四 眩の サブ プ a ヤッサーの 処理が _ RIEfe に 特化した チュー ニン 
グに なって おり， 近接 戦 M を 最も 得意と T る。 板 闞時 4 こは 隨行支 接 ユニット と運 携す丢 こ t で； 6 囲® M 6 M や、 拽行 ユニット 
を 使用した 任務 も 遂行 可 I B 型 モデルは 好戦的な 性格の 极体が 多い が， 2 B は 同 タイプの なかで も 冷 伸 沈着な 性格で あ \ 

, 感情を 持つ ことを 禁止す る ヨルハ 部 嫌® 規則を 遵守して い S c 


E ® fe ; 貢# ■の 白 fe 
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A ,¥ 


9 S … u 


全 》; l 6 Pem (プ ■，去^ 1 

体*: 1 

⑽ ■窄 IC 1 : 

6 


BID 


白 3cm | H~73eFrt f 晒の®: • <すん だ！ Ife | ■の ft « 果❿白 ft 


スキャナー モデル アンド □イド、 五 式 名称 3 ル ハ 九 号 & m 。 战 s * 嚷能 t 持つ が、 お も丨こ ハッ キング 橱魄 を 用ぃた 鐶 独での 情 
W 取 集 任務 t 担当す る。 S 型は その 锜性上 t 好奇心 赶 盛な _ 轻组 成に なって いるが、 9 S は そのな かで t ® 懺表坩 が蠡 
かな 面が 多く あり s ル ハ as 隊 としては 不薅 格と いえし このような 特性が 问 故* 装され ている のかは 珙段 限で y 不胡 = ■エ 
壜縻壚 て ■の 作截以 2 B とともに 魇域估 ffi での 熳杳 任铁に w し 
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Operator 60/2 1 0 ォォ ブ 


金 *: 16 ： ?em 《ヒール 金む S 休 重： MUk_R t 6 ： 0?cm I W S7cm I H:S3[m l ft : 驟が かつ 


パン カーの E ] 令室に 霉蛀 している i オペレーター タイプめ アン ト」 ロイ h 基本的に 憧接 _H に 参加す る ことは なし 慵幢分 
析ゃ搰 令の 伝遽を あ' もとす る* 0 射は 解析 懾睢 『こ 袴 化して お L 司令 罜 1：： い 去閫は?* 致 体が 同時 接 班す 4 ことで 処理 唯 


IV 寒 - 情 9 




力を 向上 させて いる* また， そのほか にも 特殊 機掂を 持つ £*わ れ て いるが 1¥ 細 猾 報は 公開され ていない， 60 は？ B , 
210 は 9 S を 担当 > 60 は 比 餃 的 明るし 2 10 は 冷舴な 性格を している， 
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nm^Ammu 


YO R H 3 (Heavy Armament) 


ヨルハ 




部隊 重 

mmm 


3 ル 八韩 嫌で 正式 採用 苺れ ■てい 石 「重 M ア ー，一」 を装鴒 した ョルハ 部隊 ■，重 装ア ー7 ベ ipfff を 含む 全身を カ パーして お L 
高い 防® 性涖 s ； 誇る: ■ パ フク パックと してついて いるのは 冷却 a ニット， 3 ル ハ 機体は 歧||明 勸 中の 放熱 に ス カート や a ® を 
利用す S が、 重 装 ァ —装懶 時には 内 部に 熟が こ も £た め、 冷却 ユニットを 使用し て I に 冷却し た 状胲を 保つ よ うにして いる， 
抽 被 生命 体 への 大规 填* 攻 n 戰 での 霉入 m 足した 装 _ でも あし 2 b を舍 む 虹 较 モデルの ョ / レノ 、部隊 貝が 運 用 可 堆， 
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Commander ョ ルハ讎 司令官 


特辨 期 龟櫳聢 | 全禹； 17 紅 nrKE 捧 ^ ■逸!^ 萍 ■: 16 存 .Sk 底 | B ：92 Cffl W ： 6Iem H H ： 9^rn 钃の fe: Ml が かづた 青色 ■ 金 & 


ヨルハ 部隊を 指揮す 3 司 命* 苜， その 立場から、 さ t ざまな 掏 秘惰猙 に 接して いる， パン*— 内部に 存在す る 噜一の 非 3 
ル ハ型槲 体， （ft しい 口 W で 邦 下に 椹 示を 出し 茨 だって 感情を 表す ことは 少ない が、 2 B や 9 S め ことを 贫丨 こか 丨サ石 嫌 子が 
風ら れ る。 ま 身の® ijffl ことを 铼 かに T る ■向が あ 1 ^ 目 室は 雄 も 立ち 入れ ない ほど 儺 乱して いる。 脱走兵で あ 
過去に 行なわれた 作歡 で© 経 a によ 〇 肉** が ある 横 嫌， 
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Pod042/153 


ボッ ト— ¢42/ ポッド 153 


: 璉行 | 全 高： 74.8^fiScn(vlSJ£*fcl 


L & 4icim I W r 5*4c m 




3 ル ハ 部隊 夤に様 準 装 ■される 繾抒 支援 ユニッ h ポッ KCM 2 は 2 L ポッド 153 は 9 S に 岡 行し で おり， 通距群 攻犖 用の 
各 «武技「= て 瞍丨« 茭採戏 能の ほか、 移動 面の サボー ト tft 能 も 有して い 芒。 W 致め ボッ F による 運携 した 攻較 t 可能 c ■ボッ 
ドは アンド Q イ F のよう 4.® 考裝 A , 3. というよ tK 兵器め サポート システム として 作られて い 石 ため. > ISt な 思考を H な 5 こ 
とはない* ただ 1 作 ■行動を 円滑に 迆 める ため， ポパ 同士での 滴 報の 交換な どは 行なって い I 
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アクセス ポイント 

アンド □イ F の |£镱 デ ー タめ パック アップを 行なう 议價 L メール 
の受 憤、 ハッキング 演街 など さまざまな 戡 能を 有して いる。 周 明 
盹 の 投備が 地上に 投 懂 さ れて いる： 偽 _ 办 ため (こ 旧世界 に 
あった 「& 勤 眼凴拽 J の 形を してい る P また 地 上 松 ■モ デルには， 
生命 体 [こ デー タを _ 15 れ各 ことを 防ぐ ため， 有箏の 探に 防 « シ_ 
ルドを 珉閣 す る 後 能が 存在す る。 保 as 丨；； なっで いる アクセス ポ 
イン ト閏の 転送 機能に ついては， M 発 却の 方で 最衫 漢唳 {ベー 
タ テス H を ft なって お \ 1 々月 以内に Ji [次 yy - スの 予定 ■：■ 



大型 ターミナル 

サ- パ-管理 室に 股 僅され ている 外部との 通信を 行なう 投供^ 使用に [其 申 RS が 必要と な 圣， 
通 fflS 塽 が* い狀说 でも 使用で き、 スキャナー タイプで あれば バン*- から 通 拐 地上に い る 機 
栖 生命 体へ ハッキング する こ と4 可能。 月面の 人頜 会!* への アクセス も •： こで 集中* 理され て 
いる* ライプ ラ！ J には 非* に: 91 咮溧い 機舴が 沢山 あ* ため 1 ブック ▽ —ク して 後日 调 査子定 □ 



格納庫 


味杇ュ ニットを 格納す 石 区 丨._レ 坫 球へ R 下す 丢ヨル ハ 部隊 貝は、 この 区画〗 こて 飛行 ユニットを 装備し、 敷设 され 
た カタパルトから 出* す し 格 蚺 雇 内に 『 J 嫌 体の SWtB な？ 》5 隊員が 常駐して いる • 
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飛行 形態 


飛行 ユニット 

3 ル ハ 部隊が 地球への 降下、 お よび 制 S 任孩 .などに 用いる 哀 織* 最 独て ■大 眾圈买 
入が 可能な ほか、 武装と して ガ t リング、 ブ I 卜、 ミサイルを 搭 te してい 匕 長 匪 難 
移動の ため 齄高通 度を* 埔 した 「飛行 形 想』、 战 闘丨こ お ける 力を ■:视 した 「槪 
勤揭胳 J の 2 つの 形態へ 変 B が； IL 力？一 ング は霞 を圣 とす* が， 嫌 長檯限 
を 持つ (1 体が 装慟 する 畴 は、 «别 めた め 白へ i 変化す 非常に 運用 ロストが » ぐ 
W 丨辣 時は シ S ュレ— ターめ みの 利用を 義務付けられて いる* 
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常時 ヨルハ 機体に 场 伴し、 システム サボートを 行な ラ。 ヨルハ 试作拽 
G 生 モデルめ 射®* 能の 代餐を 目的に W 発さ れ， 戰 H 明には 還 方 
か ib の射擎 や、 ボ vK プ □グラムに よ i 特殊 兵 装を 使用， 巾 パリン グ 
によ も 移勖の サボー！^ fc よび W 1 任换 [:: おける 水生生物の 捕* 機 
能 も 有する。 


ボッ ドは： 1 機で一 つの 自我を 典 有して お!？、 _ 体に ついても ボン k 
042 a , ポッ F 04 2 L ボッド G 42 c , といった 名称で® 理 される， 
行動 《闸 は® 本 的に 支援 对象の 3 ル ハ 捵 体に 委ねられ ている „ 


咨 紀錄* i 正： 3 ル ハ |十_ に ける ポッ ドの ¢1 晗 処理に ついて 丨 JM 示 
t 禁止 t る* 


•〆 
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プラグ イン _ チップ 

アンド a イドの 赛体め 機能を 拡張する チ ッブ。 リアルタイムで 得られる 愐钾を 拡張する もの や、 
睢閾 能力 や ハ！^ キング 機能の 牲皓を 商め られる ものな どが 存在し、 各自 カスタマイズを 行なつ 
ている* 0 S チップは 取り外す t 菰 亡して しま 3 ため 、 取り扱いには 19 心の 注意が 必要* ま 匕 
プラグ イン. チップは 概械 生命 体 も 使用し て おり、 アン!^ ロイ F が 便 用して いるものと 比べ、 通 
通 化されて い 6 との 軸 去が ある も 


00C3& v 



ハッキング 機能 

スキャナータイ ブの ハッキング 株 眩は 1 拥械 生命 体に アクセスし， 揉 
作 is よ ぴ桩壤 が 可 ffi, 揉 作して いる 拽枨 生命 体を 嫌 介と して I さら 
に剧 個体へ と ハツ キノ グ する こと もで なお ノッキングの 暌 には ， 
電陷 空間に おいて 抵抗を 受け S 可能性が 高し 失收 した 場合は 使 
用 者の 義 体に 隰* が 発注す る 恐れが ある* 雄 理 ウィルス 汚染の ft 
険 注が あ S ため s S 型 モデル 以外での 遽 用を 禁じられて いる， 


-_- №036 






旧 の!! 代 丨こ11遘？ れた兵 Bi*a エ め* tt , 以 » は 内 10 柿 [[あ ぅ た が， 地形 史樾 に よ， t 半 水 a 化 して いる 
以 的丨± 写 金 & ffi « だ っ&が 7 & 45 年 '丨：1燁» 搴&が あ そ 11 以來 ■« 生* 体が 住み* < ようになった* 







讕査郁 隊相爸 雪： 

第 四 区画： 汚水 処理 箝设。 人類が 使用して いた 頃は S 千 人 もの 作篥 風が 工場に 從 事して いた 1 «» 効军の 良い®® 
投 計を 行なった 七 c ろ 汚水 処理 相 投の瞵 が 食堂 t い？ レイ アウ トに なって しまい， 従* 員逢 から 批抑の 声が 上がっ fc 
という Kit が 嫌， てい？^ 現在では 抜楢 生命 体が 油 洩濘槽 として 使用して いる* 


■.■ {]〇042 



p 查辟 隊猙 宕罾： 

M 十 E 区 _ : 兵 « 霣胰 この 区 fit ■■■は 人 頷が 製 道 した 兵器の 内、 P 22. P 33 と 呼ばれる 人 33 兵器め M 発が 行な to 
れ ていた* H 驗壜は I それら* 器に よる 格關 性能 検 S な E の 時に 使用され た 場所で. 大齟の 钵理 » li 生成 装 1 栌天 
井に K ■されて い 石， 




工場 廃墟 _ 地 土 


After 


1 大規橫 爆発に よる 地形の 変彤 

»®: ブラックボックス 反 C に 
Xi > 霣 免で、 鈦の赳 大抵 _ 

械生 4 味の 破^ 成功 t 代 S 

ヒレて 2 Bb よび 9 S の m 体が 

太 瞳.， £ た 1 工場, №4 沿 M 拥の 一昉濕 失 

丨 こよる 地形め ft 形を it 18- 

找 典. 燁心地 付近 丨[» 存す 6 2 B の R 体 

fc よび 沾描式《 の 回収， 
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か 又を 蜣 作して 




— 




(?) 地下 


:刪 5< 
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機械 生命 体と 宗教 


本 ダト クか 6 明け 靄され な 
卿 生帅 U , 自齡持 ■? に IW 
圭， t かめよう だった 4 工場 ^0 
曬«1 ■こ 業* ヮ た一 ffilJs 争い 
のな い 平 穩 な 搴 らし t 求 めた 蛣曩、 來教 
i い う» り Bfe 行， 着いた fcL い* *6 
で 人間の ± うな S & H いだ 描 域 生 
命 体の な か 丨 こは 死を も ゥ て * ミ になる う 
4 する 有が 一 SK 存在して おり 、 系 妙 
に m び 込んで 目 a する 仙 体を* t は， 一方 
lEtiffin . 泠間 同士 め«し合ぃに« 
a す s * もいた t それらを 分け 走琢 因は 
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Q 工場 庚墟 地下め 巨大 プラント 


«*:: 地 大な生 里 プラン!'® 存在 ベ 
ル h 3 ンべア 上で 金属 电％ プレスし， 小 助の 懌 健 主 
命 体め 对 装を » ifi * その 史 ftiJ 度は I レ^* ン で5 
W ■に 1垅* 3 ル ハ 佈隊丨こ よる® «隹金 体 m ■某;！ 

*を大*< 上回る 叶#, 

( M ): 速 affl に れ! tS 号は、 生 南. 7 インの 管 «鼉弩， また 



造す を 概械生 奄沐の 盥#。 








遠 H 二 
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[ 待殊 ■ 体 TI>jT[4D/?l>OW 



重機の ような 形を した 大型の 機械 生命 体 「マル 
ク Xk 超大型 兵器の » 壜柞 M の RL 自 ■七 思わ 
れた佴 ど 巨大。 1機 が ゲル ス の 片 软 [こなる こ 
とから、 少な < t も i ンゲ ルスの 侑の 敢 が 生 S さ 
れて い* ことが 推; i さ れ&, 先 _ につい た 雄 削 
用の パケット ホイ ー ルは 高速 S 転が 可！！ で 1 _ 
れ た 麯遼鵪 などた やす C « 壤す 石* 


x ソゲ ルス an ■塞 破 鼈 含 汰珥 変疰兵 a 
麻の 拥 分は 重 ■型の 機械 生命 体 f マルク 
ス J が 交 形— 合体した もの。 平特は 運逢 
物に 换软 して お*^ £« の マルクスと 合 
休す* ことで 1 筠大担 兵 « として 起 ■す 
a * 锿餃 W 体が 自擎 されて お 13 + 鬉造# 
嘩 1 の® 体 UU 人 S 西® 1 1 934 
年に® 进 された ことが K» に 残ゥ てい 6. 
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的 « 雄 だ!^ 保守 谞 先* が 下 if ら れてい t た®, a 年 劣 



AH 邐霣 再生 ■壜 

レジス! S ンス+ ¥>ブ适 辺から， |6, 旧 世 稗 で丨1霓 亡れ 
なか 乃. it 巨大 化した 《« が建鼉 物を tt *. して お IK 单龜 
に対铒 する こと， ただし 明 櫓と £し》.4 功 〇 任 全 事 碘に 
Ifttt する 可 KS#Jfc 5た め， *的琿1£ を 潺す 蚤。 * * 
水 _ に UM 好电在 体が 故った 金 _ tl め 愈が SiMilitie 
された， こち 办 は 逦 つけ 其 》疃*# す iCt * 


去…' 

， 





人 sgil 荦 n± ， 9izti : 

旧世界で 『霣 京' デ パー f ば n た Asffiiaoxt 地* 金 重な 人 翔 塞 A ： が 多 k 保;# 自れ ている た*^ 再生 V 逢の 重 1 
に 杬 定 されて いる， しか レ 機 M 生趄 体の 出 iftMA が 期し 保全 怍貧 f _ tt してい 右の が奠 埔， 




l^T Mi 

> * ^ u . 1 1 

，兩 5 U/K ^ 
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人 》；« 逢 興 主* 頊圮铖: 


鹿毪 tf . 面 地域の レシ’ スタンス キャンプ 方® 全*, この ア の ftWti * 体に ついて « 性 反応を 吊さない 儷 惨が 增 如 
してい &こ± が itts された， それらの «沐1 ■■ベる ct で «喊± 的 i 体を! m 力 化す 旮方 法が »見 され 5 かもしれ ない， 

な 昍蟀_ 正： 本 項目は **；! 予 Sr 


ノ ■ 、 • 知， ‘； 

.•- 4:— 


.な 龜為今' 
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廃墟 都市 _ 崩壊 前 


这の 林 地 W 

¢0 » I 


探の ■地 nn U 

ゼ ⑽ M | """ 

ノ 


商 


パス* ルめ 


ooioa 


砂 醺地裱 （レジスタンス 
<00088 


方 1 地 颺播 


巨大 幢物 




パリ 7 - 


庚 墟雔市 の 生 ■鼉 


flil し ジス タン スキ r レブ 


B 定着 》地 点 
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Ilk 


爾 定着 痗 地点 


峰 t して 》&と》 の 粒 
k ジス 尹:^ スキ ヤン プか ■ら M -^0 

れ た 地点に Br 定 されて いる® 

は， «械电命 体 IE 対 邏えい tss 
< ■友め， ただし,. 适 年は レグ ズ タン A の 
连毚 4 洼 ft 化 して お U, «« 主 翕 体 がキ， 
ンプ® 塌所 t K 知ん てい fi -fl 爨性 [i W 窻 
に _屬 いと «： われる t 


• »« 












-：：：： 


JT 


jSAl 


1 ■ 爾 " _ 

\ ■ 糧 ■■! 


メ 
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1 皂大棰 物 

41 宙：人 a が两 si 遍 SSL 
罹 鞫 が* H , 

大化 を碥良 

揸 » ; 槭物 巨大 化の* SiJffi 
6 かの 化 羊* •« の 可 鬣 性 が ■い* 

: wn の «*丨1 本 作 u の 王® « と 拿 

«, レジス， V 33 E 雄 嗶»め_竃を1»， 
こ！; か 遏瘦 め 釅択. 


商業 旃设路 


瘢墟 « 市の： It の蟪に «毚廒 
抑を c ^ ntt^n iHI 

ii 『 シ irtv ダモー ル j _ r デ _ 
パート f などめ a 持で 呷 ばれ ^ 


る， 入 M が 休 0 を 中心 KJI い鞫 ，黄*% 




して 暹ご _し た 塌 所 先， アンド 〇 イドが こ办 
ような 安 B 町畤 間を! 》6 に U， やは の檯 


1 バリ ヶ -K 

_B 

翱 S : - 定め 匡 ■へめ 嵙 Ht め 1 C 人を 防ぐ ため 
A * され fcW «* レジスタンス 1 C よ 7 て！! 怍 さ 
れ たも の 4、 »« 生命 体に よ ^ tU 怍 され* も 
の T 材料な どに 廉奠 が 存在. _ W 生众体 UM ， 

M な 柙簠か 若 羊な た*^ 鉄# ■を «轤 に 集 アン! •-» 
ィ パイブ t ク ■イン トで#« みを 形成*、 hSv や 木 
«« ist «5 こ t で， 不足が ちな 金羣資 灼 してい ■£■ 













て d ) 


立った 谷に かか m り 橋 t 两 
る 必91 が 谷底 CMQ て ^0 
_ 金を した tc ろ s 鬮边 地唭 
から 水が 55 れ 込ん T 水 »tsr 成し て い^ 
檯 h 生 办体め 《» が大 1 に n £i し 
Xfc-*?, 工場 魔毽が 滅械 生命 体の 生鲨： L 
かとするならば， こちらは ま 石 で M* 曝 
ゃ薦 ■めよ 3 な 印 象だ- 


純 れの 

は 4; し 樣齡祕 


稞の PEH 霹锌咕 幕} 

•:oom 


◊( や ) nimmm 


ui：*t h? 
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_ 廃墟 都市 _ 崩壊 後 



為の H [筠林 地 舉 

•: 0¢ I ■ 




S の IS (S 林 他事） 0 

*：0«HI8 ~ 




パス カ (•>) 

_ ~ A rL >1 nb A 


■: QQ 1 DIS 


B^> 

@ 谷底 

•: 00065 


@ エ壩_轤 

•. ノ * ： OOW^ 


KJI ビル 


大嬪攫 Ra 没 


イリア レシ 


001144 


QD07 


m 


水没 拥市 

♦-：〇〇13« 


水没 描芾 へ 》< 下水 通 


s 巨大 兵器め a E 


レジス;？ ン スキ r ンプ 

X ^：DODI6 

Wk 
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大規犓 陥没 


水湓 都市へ 縝< 下水道 


esfr • •明 醮《 市に 出現 L •た 超 
大轚兵 靄が 発する 雄 U に地雔 

が 共 鳴《 — 靄の 绻噏 に大 «霪 
な 》 没が 免 生， 輪 没 嫌の 地 》 

デ ー 多から t 地下には 以前から 空 ■が# 
在* 籩 力** 動に より 天并 » 分が 期 落 
1« 没 ES ゥ た， _璿*懺 から パ v 力^* に 
て x - fy ア y - アラー ト 4碹1^ 闋遽 性に 


クい ては 理在 調董 中— 




奧轤期 市の wa _ w から 下水 

町鐾 になった* 卞 木 道の a 口 
は 4 レジスタンス キャンプから 
145 ft 燦 塞へ 入 L WB を右亭 ■に 下った 
讁. る， 道中， した ビルの 下 I 
通 通す るた*^ n 上に] 2 意 _ 


¢¢ 0 的 v 









高層ビル 


1 超 巨大 兵器の 残骸 

した C 91 ⑽作 生した H 
に 地中に そ 《〇ま$ 播 _ 
156 •体 k した もめ と單 わ Hi ^ 

Z の檯 H 生 龜 体は 疃遑 由 丨こ值 装 す& タイ 
プ のた め， ，K が (f ± UTti » 断は*%, 
11 かめ flMJfc 命慷 が この 钱 曠 ％ 固 哦 しに 
《る 可 辟 性もぁ古 ため、 今後 も定» 齣に 
伏況を 碌坊 すべ S ± 利 断す 


« 下蟪 A 付适に 5 b &寘 晒 ビル 
IUE 9 城 M よりも tt 横が 
大 f い， #7 QTUtTt ® _ 
いう え， 地上 »1 こ IJ エン トラ V 〆 / 

3 や K 單壩 らし 》 空間が あ (K ■上* で 
寒 4 の エレ ペーターの 飄» も 見 « けられ 
ft* Cft らめ ことから， ホテル か オフィス 
ビル だ OitiMt ■され 5* at レべ〜 ？一 
ra> ン テナ V ス用 i JB われる ハシゴ 
か あ％ 地 T から ■.上 被で!* い ていた， 










摄のェ レべ ー タ ー 


編浼 により 露出した 下水; a め 
ひと ゥ に 入 M t ころ、 土 レ 
ベー？一 t » j |* これ 搽嫌 _ 
して® 中 深 く it ：» T する t . 〆 / 
巨大な® 屑に 》 ■した， 内 》 は 3 ■樽 逢 
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大 勘の 多 «櫬« 生 金 体 「ポ クシ j * »先 か fc 
亀 放出す 6 櫥 能を 有し、 前面 ( ZU 3 纗の 

ft 擊ユ： ツトを «_ してい an 背面© ハツ 
チからは 0 遒す 6 小 Sil 球体を 放出す 6 ほか， 
球体 遵 緒 93 をせ Q 出させて 武 S にす る ことか 
b . 垅 内に 無数の 小雠蛘 体を 内包して い * t 
考えられ 石， 銪_ュ ニジト i 脚を 瞻 体に 格納 
して 球体に な 古 こと も 苟齙* 
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ジス タン ス キャンプ 



揪ぃ 卜」、 ィ ウメ 4 

HI?) thA ぐノプ 
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ぴ つづ If &と体 遵が上 ft しす 
ぎて M 墨奄 t 引 こす， も 鱗 
ち ろん 供 対 爾》 冷 拔》畤丨】 痗 ✓V 
厲 し T い* が， 人 Rfleti * 讦很 ど劫 霉 かい 
い t め TTIt ない* そ。 先め s 天井. がない 
•度には 布*® サン シ など 
の 対爵％ す &■ ■: eifi * ltl こは 夜が K れな 
いため， 必鈐 的に 日光 奄浴 び* 圬 阖か轚 
<な ゥ てし* う ct が 1 由， 



ヨ 1 ル ハ 部隊 個室 


IBS : レジス S > va が 使 明す 

办放 ti の sti-ig 凴 ■法 化を 

(@ 当す 杏 7 ンド 〇 イ レジス 
丨 v ス キヤ 〆 プめ K 峰 厘は， %/ jiJr 4 
«* T か ( btt ㈣ を»遑せ ず 1 回叹 した « 去 
め!！* を »傭 デ パイスに より ¢1 甲に »ぇ 


廒 &や鑫 S し 拽生 會体电 
BfflffltT , 通 具 や プラグ イ 
v チップ 亮 してい ^0 
5 アン n イト， fl 身の 足に 不 ^ 

典 金 tRli てい 占が、 战 力丨 こなる ア ソ丨 ド 
〇 イトめ itata 兜# 甘 て いる， «« 生 
曲 体土 の m いが 料 わらない か f l 目 分 
の 足を 修 埤する 氧 はない よ 今 だ_ 










変な* レジ スタンス 


L -ク ボックス 


分 Sff 人闌 が# 用して い*， 
囊鼇邐ナ_1 『レコー h J と 
- ばれる 円霪 W ®« 体 tA 手 
梦* ct に i ：*?, ««珥銼 な 

レ 在は 不囑 
« D ; レ a-fi め暾醮 Ei ごく 少 », 


こ* キャンプ の y — ダーを 圾め 
£ 女 It . 0 M 

で多< の 件 間を 夹 った遏 基を ^p 

持つ が， 争いを 好まない一 伸 ^ 
の攝 H 生 金 tt に 対し て私镝 か先丨 =](E •つよ 
うな こ 4は ない* ア >"1 ド Q イド 全 t * に 4 7 
T © ttfi ( r 雩 is 大»电见極》 る こ t が 
で 鏖 S 瘫 »* 抟ち 主と い える . 


分析： レジス 奋：/ ス ffiBtiHI 用 
してい &纪*嬗束， ヨル ハ拥 
_办菝_1: 比皎す 4 と &_速 
9 E !*751 tH ®^^ 防 墨 防 
本 , ««t 擎性 除な ど れ fcBW 仕嘬の 
mm . sj — グーア 本 乇本办 一 ft ® 镰が保 
S されて* fif , 許可を 得 n ば 閲 置 も 可 «• 


ftji ： 任捵邐 行に 有 霣 な 情 n 
教保 有して い 石 坂 £ の 女 
レジス 旁 ンス* の}* ■ぐ 
幢 _r 機 槭生瀹 《 の ft»tS / 

着 f 石 ことて， 佝ら かの 知 Etta 樽- 
■古： 《» 生命 休の a 料を 装 》 する： 七 
で t _琢 ウイル; it よ* 汚染の) eirt * 
けずに I wst 生* 憮の 本ッ トワー クめ« 


片 を® 恥 見る こ t が 可 tit いう 懼«あ，， 


■/ 0007 fl 


ンテ ナンス 犯 


7 ン* "'£5 イ f 中 ボタ K など h 機 
体 金 e ® スベント!) ス ト， 和 
トプ B グラムの ■查 やプ ，グ 
イン ■チ ブブの 金 成， さらに ス 
卜 k _ ジ •置 _R ，ボッ K め 3 化 も Kftt ^ 
_ if utf ， ド や atu だけて 

r *4<, 3 ル ハ# 羅の爨 休 k ついての 相 

こ 46 ぺッ PC 行なわれ t « 
女が TOE ■の 置«4*11 まて‘ fflo てい 6。 
_ に よもと 雄 女の 洽 IV 方 时 (1 六 明 4 ぎる 
iC ろが 4¢，. キャンプに* ft す 6: レジ 
スタン a に 恐れられて い & よう だ* 







資材 








-• 4 

rT_ . • 




t 


iV ■/ .1 


r ； Vi- 


**F ^ 




麵靡 出しに 
科 M <_ 雀 . 


レジスタンスの 人々 


HU にいる レジ スタンスとは 
ぃ ぇ 4 ァル 3 - ル，: 77 ッシ. 

;/ など ¢11 凛は 自 鸪 きれてい • 

tz . それ ぞ n の 役* (に; 1 した ，ダ 
格好は してい s が I なかに un» 生# 体 
の W1B や# いフ ーFt 装着し t ■性的な 
人输 量 けられた， そん 4» ら だか， 
衣隱 ¢0 どこかに レジスタ， 〆 スの シンボル 
T- ク t 入れて い SAfc が _ し この 黴 
いへの 德い愈 £4rOtJt* 


キャ:^ プ办 _には1 (树義 #■ 

が HK の)^ « を Eft |P^I 

して W 入 し T いた ， ^0 
地上 t ' め ム M に * ^ 

句 欠な 生隹罇 のた 嫌 重な は 9 粑 
/ i . T ン FcMfU 食摹 t ♦美と しない* 
め？ k 供 « 遇 nt い & もめは 癱材 と燃嵙 
が ほ とん. ど- »* の 面から. パー ッ a は 
A 械主 *«：« »« か bBa した ものを 分 
¥, Wi 筆す 6 こと t « r 寅し f い &■ 
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金 »: 1744 m (ブーツ 食 I W ： 55cm fhl ： [ »€ife 1 Wfe I 


地上で 活動し て い 芒 レ ジス タン スの 女性 ト ダー. 月面 All 会！* の 方針に 從い i 蜂 下した アンド ロイ*^ 抒敏 ft 動 耷とも にす L 
肉 じ レジスタ •ノスの アン ト ■ロイド 建と 丨 典の ように 接して おり 1 結罙は 固い* 過£ の 作！！ で 太平 連 オアフ島 にあ ゥた檐 « 生 
. 命 体 サーバー の 被® に 成功， だが 、 その ( SH こ 多くの 間 咆 を 段され て お !? I 概械 生命 ttt 激しく 憎* している， 



Anemone アネ モネ 


Y 〇圆 











Resistance Member レジスタンス 


遽 b««im 


lE^^l 


コル ハ 部隊よ む 以前に 地上へ 降下 U 機械 生命 体と W つてい 丢 アンドロイド 遵， _械 生命 体に ゲ！ J ラ H を歷 M し、 ft い閟峨 
い！* けて いた， 地上へ 降りた ョルハ 部隊め 作 《4 サポート する 丨 i か, 雄れ た 根 械 などを HI 収 し# * ■改 1 を 行な!^ 不足 
し X い* _資 の 供給 も 担 弓す L レジス ダ/ スは 、 概ね 20 人〜 30 入の グルー ブに 分かれ て 备埯 に* M してい る. レシ' スタ 


ノス 羣めシ y ボルで る 白の 胭や布 t 身に つけて いる ことが 多い* 
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Devola デ ボル 


I 体 ■: 159.6 |»： 79»Cffl I W：SibCfn I H ： 8^cm | 繼 譬の fe: 鬵が か， た# ft 


7000 年 以上 前に 製造され ■た 旧 堅の 双子の アンド 〇 イド* 7>1 ■•ロイ f としては 珍しぐ 飲 a * 讲麗 七して いる， ボポルとは 
B なった パ ー V ナ II ティ t 有して！^、 デ ボルは 活発で 明るい 性格 4 闲 製 モデルが a 去に* 走した 経 « が あ! Js ほかの 罔夕 
イブ «の 多 <が 破壙 処理 t された • 一部の a 体 だけが 羟過鞔 栗の ために 残さ n 备坳に 少数 残って いるが- 悶® からは 屢 
走の 再発 *危« 連れていむ 


v mm 











P 〇 p 0 丨 Si ボポル 


P Ctt ： ： f d3.7k« j B ： S lem I W ： 54cm I H abtm I ■^■ft：Hfe ■ 匿め 免： 鷲が か* 5 た纛& 


双子め アン ド ロイ ドで デ ポルと 对 にな ゥて いる モデル。 デ ボルと と もに 弗 常に 長い 年月 电 地上で 遏 ごして いる • 明 在は レジ 
スタンス キャンプ Kfc . いて 话 _!： 行なって おし 栩資め 供給、 アンド 〇イ 医 策 活動な どを 担当して いる a デ ポルとは 対 ft 
的丨 こ， 内向的で 控えめ な 性 «涸 をす ると とても* 免になる t いわ n てい 旮 が， レジスタンス キャンプ 内で％ の 嫌 子を 见 
た 省は ほ とん どい ない 1 


mm ^ 








砂漠 生 至 調 至 翌^ 

1«696ade3S 1 aa96 9o97e6aa8ee38 2 9Ze9a39fe3S1 b9 & 3B 1 9feB0O05e9S 1 94e3S0«2 
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人》遢 産 再生 管理 鉍 域： 

r マン モズ团 遊 具な どが 多数* る ことから、 子 拱め 入 » も 居住し 
ていた ことが w 明して い 描 世界の 住居 環境に ヮ いては 保守® 先* が 低 
い c とも あり a 直钱 度が 少なかった が、 边 年の as では 臭 重な 遇 ■も 多 < 
含まれ て いる ことが 利った た め， 保守* 先度の 改変が 行なわれ も 予定 c 






入麯還 産 再 主 设壜记 銶： 

遽 方に* f 123 れる 1*4 辑は 2 50 以上の 榛 からな* r マンモス® 姓 ば 
れた 区 当 KMJ 49000 世® W 上が ここで して 

ていた。 平 柄に 確 1 E で 章 6 パイプラインに ついては;： の 場所が 砂* 化した 
後に 怖られた 木を 遠出す £ た めの もの* « 在は 埔陡 LX いない • 


00037 ■/ 
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カス 


シャ /9スは 砂* で 機 «法命 侓や アンド Q ィ} M =_ 

す 料! 死 てい s 女 14 レジス タンん 奴 心 IPP ! 
5 癱 T \ 91に なっ たことは なんて •も ■ベて みた 《な ^0 

5気«はス+ +ナ-^モデルに1*6；*とこ今か*&が ， ^ 

パ y ケ ■ド t * 手 k 箄， したし* i [め data » で片 づけよ 
うとし fcD と 遴赦* 行 !》# 間 He なって いる* しかし， « 女の 
Hft の 成 * it »# に 7 ン Fn イド 軍 KHW してい るよ > fc - 
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謝 的、 

取ら tt くれ は、 

00? 






バイ グラ イソめ 残 料 


マンモス 屈» ( yi : 

♦: 〇 ⑽ W 
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地下に 広がる a 路 


矽承 の迪 下は B の 光が らす h *里の 地 ffi 
比 ぺ贫暹 がかな け 低い。 さ 砂と 各 》f 
ksst & う；^ 博 吊 t ? t%i で あ つ t ため 探 » 

は swtls めた， 空 肩の 中央には 人工的な ゲー ✓y 
卜が為 L これ 1 G ® に 採;* 以下の 4 力 3 f 

から 地* へ tteb れ杳 ことを we した， 


，つなが’ 




分 




レジスタンス 駐留 地 


地下 通路 


Tvr 


〇〇 的 3 ，_■ 












择两体 辟 | xnX > l/TffTI 


それぞれが ァダ イヴ is らを哼 称す Si 特 
羼な 進化を 遂げた 牯 体。 痿 くの 繼轆 生命 体が 
群が 腸の ような も® から 生まれ、 そめ 外 
慝は アンドロイドに B 似 t ている □ 生み出され 
た K 後は 衣 層を 瞎ゥ xfe らず 1 H 動 も ほつ 
かな か *5 たが < 慧篇 的な 单»スビ〜1 で 成 ft 
し攻* 手段 や！ ■!& を 学んで いった* 










特關体 — S 告 T 1 T 1 JTT 4 


ヘーゲルは 多》 の 大助多 生命 体が 璁珐 
した® 体* それぞれの 麵体 から 発生して い £ 
エネ ル ギーを 結 霞して いるた め、 麻 大なエ 本 
ル ギ ー 出力を Siu 浮遊 ■分 WhJiR といった 
形 肢栾化 や 多彩な 攻 轚 を敫 つため 、 vtnmz 
は囉次 状® の罐 IS を 行なう 必® 性が あ 4, 


[' m 










SIS 部 《嵘《 

化 Lft *® 地に esasfit 生命 ft が 生* する が M 好 体が 多い， «rt にある 进肩丨4» 械生 命体 が 姓自に « 理 a 
用して お，， そ e > a (由 k ゥ いて m 査柿隊 か ら佴珙 がい < つ •か w 承され た* そのうち 醯 t ■有力 视$れ ている® i ±【 ft « 
tt ■ての 性* 保の： t » の* 鬏場 j である， 




遊園地 廃墟 



如 赛如 ぉ權 碎 

:か m ㈣ 

?O0f 


入 翔の ■適した 遊 具 设_ 


@ パスカルの 村 

、— 知: ¢0 丨 0« 


祷 典な ■梓 主命 体 


廢虚 部れ 


逍園 也彘 m 乞 
っ g ぐ下减 


麻 墟餡市 @ 

， 咖 ¢2 


v oom 




特 SI な 機捭 生命 体 


*_«慝« にいた fflME 生命 休 

( s , 基本 rt にア 外ロィは纣 WP 
して _ t*t 悔 ヮ て* f ら す， c 
ちらから ftSt 加えな けれ ば が 
t _! ll ない よ 5 だ， 聋 ■!& に 姑れ & 者を 
もてなす よ 今な tM をして ： MtJi 人额妒 
いた 頃® 行 » を 桃 典し t い& よを だ つ た， 









道 n 均 厲9 にいた « 械 生命 痒 

u 糊に アン ト 'em n：：jt IHf 
して »* t 玲 ヮて おらず 1 こ ^ 

ちらから ftStKi なけ fiii yj ^ 
Aw 『 j ない よさ だ， 进 _.地 に te れ & 奢 ！■ 
もてなす よ 今な 雷 MtL ■て 人， が 
いた 頃の fiftta ® してい 石 よ？ だった， 


獅 | 


特異な 櫬械 生命 体 






c 


聃場 内部 


明 ft : 城め 手 鈞丨こ 巨大な 鑽 ■ 

を ftIL 内部は 斟塌が 進んで 
おり，_ ほとんどの ii « が 
P がれて いる*, 1 / 

« 桁： 地 TFI こつな が t エレべー タ ，は》 在 
も捆徽 中， 攝槭 生* 体が 軀 め たと 思われ 
る， 旧 试の 1;?- が！！ み 上げられて い 5- 


遊 明 堆庞墟 

" _ *：ODJOI 




I 特 ㈣ 賴告 ^AUvxAynxw 



大聖 粗 車は ， 9 門め 大抱 によ？ ■圧倒的な 火力 
と 無限軌道 E= よる K い樓 U 性を 持つ 危険な 艟 
痒 だが、 遊 豳绝で 《K した この 個体は 紙 吹 奮 
や デコ! シ a レ# など t® ち 出し、 基本的に 
誉 はない と考えられる， ただし t 敵 怯 存在を 
这 « した IS は 殺傷 能力の あ* 砲瘅 に 切 〇蟄ぇ, 
本来の スペックと 遒 色の 4 い 性 m を r 揮す る* 



戀 3 V 












I 特殊 個体 報 色 二 nixnyA コ 


ボープ 丨 ワールは 美 しさに® い こだわ りを 挎 
つ， オペラ R 丰の ような 農縝 の大勘 機械 生 
命#* ほかの 相 ft 生命 体の® 品 や 1 アンド ロ 
ィ F の 死体を 用いて 自らを 着鹪っ T ： いる。 生 
香た まま 兵器に 改造した アンド 〇 イドを 利用 
した ハッキング 攻 S , スカートの 中に 多戳の 
兵器を 搭« している など、 ほかに 見な 
い 独 目の 遒化を 遂げて いたと 雩 えられる* 
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癱 W 郎市 

*： Dd0*2 


凛 族と レう «龙 


地上 


パスカルの 东 


森の 


nm^mm 

，: 的1〇〇 


柯の »» 攆式 


武器 層 + » 具厦 


パスカルの 村 


第三 睹驪 



白旗を 嫌け る桷械 生命 体 


分析： 打 》 住人が « 用し てい 
る an (につい t , 白 9 [を. { E も 
ことは 旧 世 №1 こおい tK ■と 
いう* 味を 持つ* 

推 ， ： 4 主の 文献 ts 考 にした パスカル 
tK « の 平和 主 鼈 を 承す 象微 4 して 利 ffl . 
埔宙 ： _ 方で， 腹 tJB る i い？ 行為 モの 
も のに* し it » じてい る谲 体 6 砰 在。 
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村の 理费掸 式 



B 


分 折- 村め 技 e に ua 突！^ r 
■されて い& が.. 攝 《 生* 沐 
の饪琚 には __»_ や換 饫 用 
㈣ 狀 抑 a Svi 

MD : こうした 不必 C な KMM は * 人 9 の 
充 明 ％• 樺* ナ4 ■こ 4を目«に»置#れて 
い St 考えられる， ffffi 中心に 生え 4邑 
木を 达か した 隱 層稱《 も、 旧 め 人 SI 
の J *» 子 法 t « B している 町 *£ 性。 

擊 各： 人 M の 遽*»式を» 曲して い A が 4 
睇層《»摊» には h ハシゴ だけでなく 小 & 
开 行 W : 夕 4 プ ■の 僅 体に よる* 9 f や B 身め 
» 行* « を 利用して い i 供择， 


h 垮 サン 7 


0 



お 兄 チャン？ 


武器 屋 _1 玛 JV 


d 嵌： 村の MI 9 として JtttO !， 

遍] Ml の奩藥 を铕私 暹》 と 
して® 裱 用の Wft を 利用、* 

具霪 liTYFoHT も 利用 可 (6 
な ブラ グイン ■チ.？ ブ など t , P-HlUfl 
K 生 金 体が ffl 用 している 3 ttl を} ft 供す 石 4 
S?W : 平 Kit ネ める パ ルの 打 roft 体 
か 1 «» 行為で® 用 多 ttfi 武 » に对 して 
持 別な tt * t 持つ Sf &. 
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^ 趣' 護な ar 
引き こ レノ 魂 手/省ん でぃ 


化 板 全 I ,c D ホ， 

サメ レトルの つ ？ ン らし 





Pascal バス カル 


養 ■■ 置 1 ±M Z^Ocm I 体 露 13641,1 kB ■ 想： 247 cm i W ； 166<m I M ：2 C 1 em _ め 色;： 一 


平和を $す6 特異な _械 生命 体* 機械 生命 体の ネフ！ ■ワークから 独立して お！^ 同： tit もに 村を 作った。 機械 生命 体の 
なかで も 高い 知性を 持って お！^ 13 &界の 慵鞴 や拽域 生命 体の 歴史に も 興味 4 示 T - アン トセ イドとの 和平への 道 を棋索 
している ことから t 危害を 男: ける こと 丨 J ない と 推 事 きれる。 さまざまな 满 報を 取?) 入れて 自我 形成 ttst 耢來， 芦は 女性な 
めに 『おじち やん j と 名* つた 〇 している。 理 味は 哲学 霧 ta む ことと、 俳句を 执むこ t » 


001 H V 











森の 国 調査報告 

-■ * 

«i i«bA»6 9 7BH 3 « 1 9b«3 8 i aa 2 See 36 1 bab 38 1 1 a3ft3S 1 ffeSbeb l«B6Qe$e9S 1 94e380e2 


v mm 
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人 讨谶度 再生 f 理 圯鉍: 


教舍 »地 4 旧世界 後期に 送られた も© t が 高度な a 限 


技術が一 旦失 わ れた 時代に 进遣 された ため、 保全 杖® 


が あ z， 良 c ない, 発 e が 遇れ たのは、 この 教会を 便？ 


宗 满目悻 が一 切の 配 铎を 残さなかった ため* 咱一 残って 


い ■£ のは 双子を 象づ た紱 章の みとな ヮ ている 



人 级迪產 再生 笹埋妃 好： 

森林 地蒂の 環* 丨 i 旧世界 時代から あ f り 変わって いない ， 
この 地は 人 球の 13 光堆 として 栄え, ft い 紫け 楢ゃ大 33 の 
城な ども！* 光目旳 として 利用 さ れ ていた* 纛 A が 利用 さ 
れ ていた, ISJS も 嫌って お 2 000 年 泊 I では 喟 出して 





M «: S 林堆 WK * rW & 戴 介 
fll ® 生 車状珠 につ ■い t , こ 
雕域 『2 賓 かな 自 休から もた b 
された 多 <办 水 場 t 保有 ■ + 

のた 》、 非 霣丨こ 墨 V な «» の 淡水 瘢を 
钃* する こ i が 可 KL さら に 近年 . XW 
置が 增大 Lt いる こと 安《这， 

拎赫： r * 推 t モデルに され* 焦 e 
樾械免 命 体の 影 響， & 钵电* は 元来 賢 
MKjft た隻* ■項 T * つたが.. 野隹化 
した A 轚單 会 体と め 圯に 共生 阖诔か 
_簋:1_れ&こと1^ さ 好な ■埴が 
生* 出さ nx いる 可*！ 技， 
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彬 I 右 多？ 


] Rft 物好きの 概械 生命 体 

* 

麻め 具 覆 幢生裔 钵 によ， 

て》»1« 州 ■されて IrU 
■ t 死 II . Lfc ■幟の 中に いる ^4# 
KffliitR * してみ る と、 ま 
だ 功な い 個体 や »5» 5 争いに 負 けた 仰 i * 
ttftS し T いるよ 7 だ， _#丨1 メンテ ナ 
y ス 期め ブロ グラム も 椹 11 し t な いう え， 
两 lift 令 f -? の パ， グアプ プも で， な 
い ... ■■ - » 嘩 生命 体が の i ® 驾 4 見 4 
のは 大査な 苦労 か. れ 6* 


こめ 堆 1 ■に％ る 《 は 旧世界め 
人 a が _ て“ のて， 世界 a 
■と-ばれ & 两 fi な va « と _ 

して E 定: f れ てい fci いう E ^ 

雄 も Ifri , かなり 古い 眉!1»であ&た》、 
_ 在 U 被に 7 ぬがる 榷め ほとんどが Mm 
U - c ^ tJ . 0«4械 内への « A ガ矚 t < 
な， T：Lt つ* 上 ラ*:, 
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森の 地形に ついて 


孬.碎 坤 鼉 は in や Kn 邊の生 S 
が 旧世界から 1 C ( ㈣ であ L 19^1 
空霣や 岩山が# い。 》£ 写真 轉 
で 冕な だけでは どんな* « な ^ 

¢3 か 分からな かっ た が 1 徒歩に て探鬵 を 
行攻っ た とこう， 人 JC 的な) 1逢《 は * IW 
■に比べて 極めて 少なし aff を 多 <» 
すよ $ E . s れ t い たよう だ* この 土地 
め自魃 は， かつて 往ん でいた AWI こも 蹙 
t れ てい fc ® だるう — ，■ 



森の® め 王 


分 Vf 1 边の 生 •体が 
»e の* 雩や現 _ の*! れ 

肚 バタ ー v を 杉 成して いるの 
は， i 王 jt 呷 ばれる 偏萍が 大ミ T t J 
Jr ぐ w » し t い &, ¢1 らは 王を v _ ダー I こ 
鼉 え， IB 世界に おける 『* b 和 8 主 期 J<=s 
ヴ いた 生活 4 rR なゥ てい *■ 

唯 S : 『 IJ と 呼ばれ & 個体と め 接 


、セ i 故 .一 、命 电掩け 'ろ ( 
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人 頷 遽 金稱生 管鼉屺 tt ; 

この 巨大な 械* 谂こ〇 地が M 光地と な 舂向丨こ» かれ fe A 当轉は C の 土地を 支 K してい fcfl [主が 住んで い* のた が- 
3鑌丨こ 苦しんだ 民衆 r こよって 奴され てし 宏ゥ てい 石， こな t * AW 史め煲 の _ 面 c ついて 丨±ま£ 研究が 進‘ であら？ \ 
« ■©内 81 に僳存 されて いた 黉 料は 貢 重な 通遯 といえる だろ ラ • 
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城の 紋章 


ft 涟； M 内の 霸や 生畲 钵 
の» ■鼎办 一 拥丨こ 玟 章 t« 

1¢* とは 旧 ttffEfll 用 さ 
れ AiIE- の 

It 瀾； C の 域め 遒埘 生命 怯 を 象 敝 する 
4 t も に， 彼らの 団场を 目的 4 した 科用_ 
■ 拽电 _» の K « t •承す，ー ク として 個 
ft に ftfe かじめ 約 tn ? n ていたの； e >\ 目 
我を) 4^ た 島 とに 共 冋体 であ & ctt 尕 
すため に , flE [) を 行な ゥ た® かは 不明， 





その ゥ f マ 1 ば 

本物！ ， 

sCJ 



「芷 寒 I という 名の 辟 在 難を M 
いてい &糾生雜 と 岭ゥ 
fe . 彼は 内 料 MIS の 初期 不典 ^ 

に ± り 機 味 生 ft 体の 隼」 ノト 1 7 — ^ 

クか 立し t い** その 轚罾で 目租を 
持ち、 アン Fci イドに も ffi 力 的* また， 後 
には® 冶® 技* t » i 込ん 友 『》 匠」 が 
いるら しぐ HR が 研い KICH に対して 
は翎い 赳 い 入れが ft 6 様子だ^^ な k 
パ ル® 恃の 武»厦1广 弟子 J に ！: （K 
妓 I こ， 分の 技術％， 承し T い £6 しい， 
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嫌 ザ 1 見丨 

01 


城内© 経路に ついて 

■ 

富® 内は 老巧 化か 遘朽 し 
て ぉ n ' 期 潘し が 存在。 

憎 » : 城内の 採； Ei * l = はこの 
崩 洱 か a 行 ルートに 轚 ■を 与 

分析： 後 に 增 》 され fe 0# si ： i 比* ¢内 崩 
a が 少なぐ ，、ジゴを 使？ t 办 1 接 的な 
上下 》鋤が 可 能 4 

ttn a 嘗 sw ハク： ft 科 用 l た «_ j * 齓 


[,7 



飾 錠され た大 SI 


翅窨亶 の 典 で _ の 1 かか， た大 

Posftir 

は大. 佐 二足の ft 初代の 益 ^0 

办芏 として 铒の機 W 生 A 体を ，夕 
味， してい! t _ f * が L i 去で 埋 11 されて 
いる だった* 不彻 生かつ# ある 
こ 办珀域 は機械丨こ占ゥて 丨4遶93 な 3#* 
そんなな かで これ だ M の ft 檨め 81 WE 主 
命沐 を描 揮し、 ■ていた t す 
it , かな 0 優秀な S 休だゥ few たろ 
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AZ 


エ —トウ 


特微： I 金 ヒ ■.ル. t-: 1 I 体*: 1 39.2kj I B ： I W : 54cm I H ： B2cin J _ め fe : ; 葡つ fcflfe 【 耗办 ft : _襄 め 0fe 


正式 名称 3 ル ハ A 型 二号* 現在 1 用され ていない 近接 攻 擎 丨こ 特化し アタッ カー モデルで し 2 B や 9 S など 珙ヨル ハ 部肄の 
正式 採用 モデル の ブ 〇 ト タイプに もな つ t い 現在の 3 ル ハ葙隊 内では ポット 「システムの _ 入 (こよ Jj ft 梨- GS は 典 止され、 
B 型に 抗 合された * A 2 liiA 型 唯一 の 生# 残， だが、 试験邢 » if 周 時の 腴走 兵と して 指名手配され てい 森の 城を W 査 
中の 2 B 4 S と 遭 遇 ■較 M 後、 再度 滴 患を « づ f こ* 


■,• № 12 ¢ 













K A 踵 UT 


全: 《 :丐 K I 1 可* I B ： 


ft 械 生命 体 部から 姿を 現し 不可 思 》 生命 体」* 2 B ，9 S と 1灞 した 際は II 部め みで 选走 


Emil 

* 走。 大瞀 『こ 兵器と 


エミ" ー ル 


L て 作ら 


れた が、 長い 年月を 経て 屺® の大邮 分が 欠落して いる 撗 嫌* 最近では* 斑 li タイプの ボディを 得て i 不可 思！* な 音 衆を 
流しながら 鹿纒 都市を® 運で 走り回って いる* 汲れ てく る教 の不锒 和裔に レジスタンス 達からの 苦情が V — ダーであ 各；？ 卓 
モネに 秩费 して いるが 、 そもそも どこに* らして いるの かすら 判らず. Sit かかえて' い 石* 
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KX 


水中に «| M 生命 体が 存在す る こ t は 以前から 指摘され ていたが， BS は邋ん でい ない* 海中 瑪堪 につ 
いては そもモ もの が 少なへ どのよ d 【 cffl 壤が 变 わって いるか も 利って いない 状® である。 
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■ 水没 都市 







水* した ビル 辟 


ミサイル 発射台 


‘ボッ ド 
* リ 3 ヴかン 

mn •二 

匕 h デ、 


鹿墟 都市 

■ 00068 
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水没した ビル 群 


A 


曝％: _ 彻の大 め ■■に 
よ り， 地喊 全体® «« が 沈 T 
してい ビ ルの 單闇か 
6は水氐仁ょ，て庳めよ今丨こ 
水が 沈れ 比して いる* W 在 も 次 下は. it * つ 
て おらず， 通い R 来 ビル HI * 芪 金に 水 iff 
す *亡«»眘れ4, 



鱗：^ 響 

奢 

户 '^ - *'^^-^^* j 


WKm f 


水 坟舴币 には 人111め£サ4 j^_ 
ル 角 射％ が ■され m _V 
B ] 令 柿から fflflMP によ* と， ^ 
|£谲#れてい&£サイルは空 
母 ブルー if ? シ U に. te « 子® in こと-.. ミ 
ザイル の值用 用* 丨± W 示 きれ t い ない が 1 
ここ tT 太. 叫め ミサイルを 使 ffl する. ケース 
は BI 場へ の轚 響を 有* す S 4 II しい® て 
は. ない尨 ろうか* 
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特味 個体 ®! S 
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4 褒 部隊 铋告 痛： 

X イ y アンの* 攻時 C 备恥 市に 纪 供 きれていた 母船 尨が V 6000 年稂垛 « した〗 1 000 年代 後半から 檯 味に 自¥ 例は 
減って い ま t 人 用 nr の 期 sttis 基地に 対する 攻 K もな し その 理由に ついても 不明な まま である* 
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庚墟柿 in 


地下 深 < 腰 


/\:/ゴ/)、7ヮじスボィゾトャ 


■ 

複製？ れた街 
-ン •: 即50 


エイ リア V ® 死体 








L イ リアンの 死体 


エイ _J アン シン ブ内稱 I 抑 

金 体 （ァ ダ w ヴ） 土 遭 ； id ^0 

a _ に® k かで は ど* 化 
4 運げ てい た拽ら1±， すでに エイ _J7 ンは 
1 00 年 以上 _ に植样 生® 悻 が *丨1 したと 
い k CfflltdE こつい TUItt の HL 乱作 tt 
» 可 n & ti も畀 えられ 4ため、 人 9 余 Brrm 
■iitt 定 を* け & ci ： K なづ た， 
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Adarru ダム 


全 离： IflBitm I I B ： lOD^rn I W ：7«*£ iHi I H ：9^ Crt 1 め 任： 某电が かゥ た: 赤， _ め 6 : ■某め □色 


アン k □イ Ficeam した 外見を 持つ、 特異な 進化を 遂 げた 機械 生命 体。 砂 漢地芾 において « 生した ぬ だが. ゲイ* を 主体 
t した 特殊* 軲て ■_ 成されて あ' L ほかの 機械 生命# と金く 異なる 見た目を 持つ* 2 B ，9 St 交 私 受けた 攻《 を 竿® し、 
次々 に 対抗す る 手段を 身に つける 黧興 的 遨 化を* げた 4 好奇心 h « で勉洚 熱心 * 衿 l 人類 I こ 強い e « 味を 示して お l 
月に 进げ si びた 人鷂 [こ 通 ならぬ 執* 心を 持ゥ ている* 
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Eve ィヴ 


金高： 1 Bflem 


: | i ： 100¢ 


: 9 I H の 色て 茶* がかった 赤 fe 


7 ダムと 同時に 生 S れた アンド Q イドに 酷似した 掛械 生命 体 。 兄で あ S アダムに 依存して お 基本的 丨= 自 feftft を 起こす 
ci はない* 自分の 姿 形 K ついては 着 だが 1 入 饭 め紀綍 から 学んだ 兄に よゥ て、 プ y _ フや ズボンを 渋々 嗄 いてい 5, 
兄と 違って， 本を RCC こと も 食事を する こ 七 も W 味は ない が、 兄の 命令で あれば どんな 行為 も累 直丨こ11 行す る* 
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複製され た 街 
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篥 めら れた アンドロイドの 死体 








潤*: 街 め 中で の アン _kd イド 
の 死体 を霱鸪。 巧令畔 からは， is か 
め 睇_ 炉こ Offit 突入 Lfct い， 翰 
ft はれ • lt^/i 

子*: ««■« 生 命 体に よ 4 何ら かの S ! 薅 工作， 
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重要 機密 情報 


靠«» は ヨルハ 計 _内_油 目 Eflaa 用に ついて 記 k された ものである， 
機密 レベル S とし 司 令官 以外の ヨルハ M 係电 に闐 示す る ことを 禁ず る s 


$ アクセス tt 限の 変更 希 SJ の® 合は 人 簸会雄 定例 時に 帛 請す 右 こと， 


SHORT STORY 


f 記憶 ノ檻 


映％ 遇 （¥: 


1 

砂 B を 切 US く かの よう 彳二 迈接 « 閩用 
の 武器が 閃いた。 四 0 式 Jf 明 刀。 们 練で 
峨 う謅銳 達に 支給され ている！！ 新 钹 の 雄 
刀で ある ， 刃に _ゥた» 光が® ぜ、 半 锌 
状の 物体が 弭を 描いて 飛ぶ* 

頤 部を 夫った 機. 拽 生命 钵が 動# を ± め 
4. 数秒の 後 、 円筒® の 明 体が 砂® 上 に 
_ 倒 U こな t » 発した， 先に 残 Kt 化し 
ていた 二 体が それに 卷 S 込まれ、 共に 金厲 
拎と なヴ Cfflffl に »| J 法ぐ。 

爆音と ftMi が 消え去 ゥた 後には、 砂* 
特有の 風の 音 だけが 残った* 

砂埋 が璋れ ていく 彳 こつれて， 人 型の I * 郭 
が 浮かび上がった* なだらかな 曲 棟を 描い : 
た 厲 や 細く 締ま ゥた tt . 維 広がりの ス カー ト ： 
か 6 伸び 5 形の 民い 孩 1 て、 モの tt 邦が 成人 
女性の もの だと わかし 

IE 確に 雪え 丨ム 「成人」 でも 「女 拽」 でも 
なへ その 鎢邾の 持ち 生は、 人間では ない 
し t 生物 字 的な* 味で® 性別 も 持たな かっ 
た， ヨ ル ハ 型 ァ W ロイ ドニ， BSL 通称？ B , 

战 SW こ 特化した モデルで ある & 

すで £し 人類が この ■地上から 去ゲ 
い e エイ U 7 ンの ft 略に よゥ て， 入级は 月へ 
の 脱出を 余儀なく され た。 今や 地上は， エ 
イ If アンの 手先で ある 明拔 生命 体と それ 
らの 嫌滅を 任務と す 去 アンド ロイ ド遵の « 場 
とな 〇 ていた* 


2&は 納 71 しなが h W 後に 向か ヮ て？ 11 を 
かけた. 

「これで 全 邸？」 

彼女の 間い かけに 応え I 均 上ニメ ー h レ： 
辺… こ满 空して いた 物体が BJK を 下げ て C 
る。 ボブ！'」 と 呼ばれる 随行 支拔ユ ニク ト だっ 
た， 逭 方 体のへ ット + 丨 こ 大小 四 本の アームを 
持ち- 主に 空 牛を 移動す るが 水中での 活動 
も 可 怖， « 性捆 体への]® 距雕攻 》、 ttift 
分析、 狼 負傷 時の 応尨拉 翬 等々 1 ョル丨 
ハ 型 7 ン ド □イドを 支 嫌す るた めの あらゆる 
哦 能を 爾え 石， 

I 

fnm - アクセス ポイントよ り 半柽 5 キ〇 阙内， 
敵性 反応な し」 

t 5, とヮぶ やいて、 20 ば 自分の 背丈 よ 
り もほんの 少し® い 金11 製の 箱へ と 歩み 
寄った。 アクセス ポイントは 人； a 文明の 還 物 
r 自 『こ 擬装され ている a 司令 
部との 通 償 ゃ飓迈 の 情 睜碹铉 を 行うた めの 
f 重要 梅 taj である 4 

それを 知って か 知らず か、 明 m 生命 体は 
アクセス ボイ v 卜を 深し 妾て ては 菜！ [ってく 
h , 嗝 雄の 片隕 であろうが、 砂* のど 真ん 
中であろう が、 fcffi いなしに 〇 拾 も s 地に 
落ちた 果実 丨こ摒 がる fi の} 3 K * 

故 に、 ： i ル ハ 部 隧慝 たちが 地上で メール 
の 送受 慣 I： 行った^ 岡 3 の 地形 情 邦を A 
手した t? する 嫌には ■_ 束ず アクセス ボイ V 卜 
丨こ抑 がって いる 明械生 命 体を 排 Mt しな けれ 
ばなら ない • もはや s それは 校 作 手 埔 の ひ 


i ■っ 4 なって いた E 

その お定まりめ 手® を 済ま 甘 て 、 20 U 
よ 5 やぐ 本来の 目的を 果たす ことができた。 
聚 示され t _ K の 中から、 最新の メールを 
薄び, 閟 封す る， 送 « 元と 「 ftttj の 文 宇 S 
そして 本文へ と 拱 棟を 走らせた と きだ った n 
T 2 BEJ 

不意 TT ちの ように 姿を 讲し めは 1 9SC 
i 九 号 S 型， 3Av、 型では あるが. 成人 女 
注の 外見を 持つ 2Bi は 翼な 0、 人 問 の少 
年を' 椹し X 逸られて いる fl 
J ■司 令 部から の メール です か？ J 

残？ 見した IR ではないだ ろうが、 J 1 査を 
再鬥 とす 5 スキャナー モデルは. K 察 力 も 
S « も 秀でて い S , 月面の 人頦会 雄からの 
定期 運 格が 入 石畤間 帚ではなかった し 1 柞 
« 行 勛 の；！ 前に 磯 械兹命 体との 交*^ 行ゥ 
て まで 私 (1 メー ルを 技む と は考 幻ンい 一 - 
という 推理を 》 時に 行って h 「司令部から 
の _ 格」: という 結 蠄 を 導いた のだろう t 
f 今回の Wff とは H ] 係ない* W の怍戡 につ 
いでの 坩示 だから」 

それよりも、 i 2 Bfa 话を 逸らした * 

『合流 坫点 j ± こ C では なかった*」 

9 S との 舍 3 {地点 丨 レ もっと 目的 坶丨こ 近い 
場所に! ^定 さ れて いた,。 

F そうです けど、 交哦 中の ようだった めで， 
支 嫌に- …. ■ と® つて」 

「必要ない J 

あの 程® の « 械宠命 体を 斑毪で K 除で 


■■• 〇〇| ¢2 


きないよう では i a 型と しては 不良品で ある* 
「みたいです ね j 

9 S が 大仰 な 仕 « で 冪 を すくめた， 

「3 [软 無 冪に 合沭で St こと だし， 目的地 
に 向かい* しょ ラ J 

マップ ヂータ の哩播 を合汛 予定 地 点から 
目的地へ と 故定し au つ S は 移 R を 
開始した， 


('うわ^^ また 砂が 入った」 

砂漠を 歩いて いて、 n の 中が 水浸しに なゥ 
異貫爭 y だが I 人 9 たのは 砂 だ* 至 
榷 当然で あゥ て、 何も 大 P を 出す よ. 7 な こと 
では. ない と 班う の だが、 9 S に とづて はそう で 
はない らしい。 数 メート ル 逢んで は 窃を しか 
め、 また. 速んで は 悲鳴 t 上げる s という ■ 
返し 尨った a 

『20 丨 3 拓 になら な いんです か？ j 
「何が』 

だって s 枕® 中が 砂 だらけで しようり 
r 異物 惑が あ 6 だけで t 歩行に 支 》 を 来す 
択 ではない から」 

空中を 浮遊す る 砂!！ は 視界 不良を 起こ 
すが， 靴の ■中の 砂なら 問， 稱 はない， だから i 
粟 [こする 衮 でもない と 2 B が 答える と 1 9 S は 
あからさまに 肩を 落とした* 

[吡 の 守が じゃり t ゃりす る のって、 %. n^m 
いじ やないで すか， 支 暍は なくても, si 分 


の 問題っ ていう か」 

HE 情を 挎つ ことは 禁止され てい る J 

9 S に时 して この 窗莱を 便う のは ， も？ 何 
度 目に な 5 だ 6 令 か， 2 B が 9 S と 行 H を 共 
に T るのは、 今回 の 任務が 初めてでは ない* 
f は-い j 

2 & の* K に対する 9 S の 返事 k 铒® 同 
じだった a ちょっと 拗ねた よう な □£« と 表情 も， 
いや、 rr がに 最初 だけ は「 すみません jt 
描 こまって いたが d 

ョ ル ハ 部隊 慝 が感惰 t 持， t はならない 
と 定められ たのは、 かつて 磨 情に 走って 作 
_ 行 B ? を失畋 させた 曄負 がいた ためだと 聞 
いた 4 破 かに、 鼉猜 という ものは、 判断と 
行 id 丨 こ? & らぎ i 生じさせ 5, 自分 逢に とっ 
t 不要な もの だと 2 Bli 思う* …… とりわけ、 
自分に とっては* 
f あ，! もし かし あれが ？ J 

9 S の 指さす 先に、 进造吻 らし t 影が 突如 
として 姿を 現した， データ 地 S 上には きちん 
と « 示されて いたから f 突如 J という 丨 i ど t ? 
はない の だが h 低 差の ある 地形と 砂嵐の 
せい て\ 今まで 视 1 S できなかった t 
fur 定： 今 囡 の is 査 対象. > 人 a 文明が 遭し 
た 巨大 StjfiSlJ 

傍らから ポッ ドが 答えた* 2& 専属の ポプ 
ド 04 2 ではな L 令芑粤 m のボ抑 15 丨 であ 
&, 名指しされ 石 か， よほどの 必 栗に 迫ら 
れ るかし ない® y ボッ ns 支 ti 対 取 以外 
か の 問い. かけ rc 答える ことは ない* 


不 »f [風が 弱 まり、 视界が 鮮明にな^^ 
砂の 色に 霞んで いた 巨大な 影の 中 1 に、 アー 
チ 321 の 人 D 口が 浮かび 上护 って 見えた 。 モ 
の 建物は， 岩山を C り 抜い fc 中に 建てられ 
t いるの がわ かる* ただ， マップ デー タを參 
器して み もむ 评物 全てが 栏山の 中に ある 
SR ではない a 轩分 的には 谷に 而し ていた IJ 
する- 全体としては、 伺と t 奇妙な 逢 雄 嫌 
I 式 だゥた • 

r » 殿と 呻 ばれ^ 宗教 旖垃 だそう です よ， 
正式 名 称は.！' 砂の 神 敉」 だった かな？ こ 
こは 1 大苷 には 人 W が 住んで いて、 その後 
に 神 箱 として 便 われ 石 よ ラに な った…… とか」 
心なし か、 9 S の 戸が _ん でい るよう に 聞 
こえた 4 调 査ゃ慨 相収 果 を 辱 nt す a とい 
うこと も あって、 S 型は あらゆる 寧 象に 興祙 
間 心 1 抱 くように 特拽 付けられ ている， 

「早く 行き ま しょ ラ、 2 &J 
袴ち t れ ない i い？ た 口調 で 曾う t h 9 S 
が眇を 欲って 眧 け 出 Lt 。 あれでは 、さっ 
S よりもず oirWt の 中が じゃり じ 
nt \ 9 S は 全く 意に 介してい ない よラ だ* 
まさし 分の 問 B だったら しい。 C 3 許に 
笑みが 浮かびそう になって、 2 S は 急いで そ 
れ 4 ■押し 殺した.。 

r ® 情を 持っ こと^ 禁止され ている …… 」 
心の 嚀 で 自分自身 に Wt ■■閔 かせた だ けの 
i つ^ 0 だった が、 英 際には 声に 旧して LI っ 
たらしい 。 が 明:*? 返*? て 叫んだ- 
: 「何 か 曾い ました か !？ J 


wm 


SHORT STORY 


何でもない、 と 答えて i 2B も 足早に 「砂 
の 神殿 J とい 5 呼称の * 萊 物へ と 向かった* 

3 

rntmn と 思 ヮ た。 それほど 神 « の 
内部は » か だ。 た， 絶 え閗 なく％ 1 ? 親け て 
い tit の蒈 が、 分厚い 外妨 こよって 理られ 
たせいだ と遵 れて 気づく， 
j ■ここ、 意外に 空 明が 効いて ますね 一」 
9忘の言爾1 こ、 ポ ゥド 153 が 即答し) u 
『否定： 現在 齓 神殿 入〇口 付近に 空 綱 K 
■等は 皆無 ■> 体疙; SSC の 低下は、 外気* 
との 羞 によ .& も. の "J 
( h -, 気分の 問 鬮だゥ てば」 

ふてくされた ように 甘ゥて I 9S は 小 走 *5 
r= 通路を 進んだ， 2B は 周囲 I こ騫戒 しながら％ 
その後 丨こ ac 

二人分の 靴 音と ボ 7 ドニ 体が 祥* する 抵 
い资 とが 反臀 して 置な り 合う D 天井の一 部 
が 崩落し そこから 自然 光が 降 1 ? 注いで い fc * 
¢>6 播度 4^月 石 さが ある おかげで s Jt 段 や 
瞒り 場に 四角い 石が 規則 芷 しく®# ii めら 
れて いるの がわ かる。 

f 逢 劾の 中に i で 砂が 入 >} 込んで るんで すね i 
兮 S が揩 段の 手すりから 身を 乘サ 出して、 
下を 眼 s 込んだ* 睹下の a 路は宪 全に 砂 
で 埋もれて いる。 通 铭 ばかりでは なし 抵 
隊にも 小山の ように 砂が 積もって いる® 所 
が あつた* 


「推測： 通路 中央部、 および K 面 敗 S 所に 
堆積した 砂は， 人工的に 描 環 させて いた 4 
の。 ただし， 年代 及び g 的は 不明 J 
「人工的に «|瑪？ 砂を 神殿 内に 汲して たっ 
てこと？ 川みたい に ？ J 
「 nr 定; 便宜上 t 人工的 流砂と 呼称 j 
「何のた めに 1 そんな してたん だろう？ . 
っ て、 目旳は 不明だった ゥ け」 
fit 定 』 

伯 世界の 邋 至には 謎 が 多かった 《 月に : 
逃げ延びた 人理 にし て1 全ての 情? 8 £: 持っ 
て 行ゥた K ではない 。 だかん C うして 自分 
逮アン ド ロイ}: が调 東に 当た 叭 紀铎 と 保全 
を 行って いる 》 

「付近に 嫌 械 生命 体は U 
ゴー グル [こ 敵性 反応の 表 承は なかった が h 
2 B は ボブ ト T 042 に 尋ねて みた a 念には 念 
を 人れ た ほ ラが いい, 

「回答： 神抿 内に « 性 反応 なし」 

好奇心® 塊 t なった 9 S が 多少 e 率な 杇 
動を 取ワ たと しても 1 K ちに 危陕 [こ 瞄 る こと 
はない' という こと だ E もちろん h 機械 法 命 
体め 中 『こは 妨害 電波を 出す 硒体 もい る から、 
絶対 安全とは 雷え 4 いが， 

「瞀 苦： この 先、 ® 段と 床の一 ai に!)! 傷」 

1 5 3 の 発した* 由を 9 S が 笑って wia す。 
n われなくても わかる ■? て， ね 1 2 bj 
? e はうな ずいた fl 入 m か bm へヒ m 
下り 哦 段の 途中を， 巨大な 石が 籌い でい る 
のが 見える* 


[この 石' 元は 天井の一部 だっ たんです ね， 
表面が だいぶ 削れて s けど 、 ラっ すら ■嫌 
が线 って* か. ら j 

挎膝 をつ いて、 羝珙 にめ 〇 込んで いる 巨 
石を 塊べ ていた 9S が 1 天井に 目をやった 
つられて 2 B も 上を 見上げた* 勒 落した 天 
井 から 費い 空 が •明 't 'ている.* 
iw が »a で联れ たんだろう？ j 

少令 く とも I 機械 生命 体との 交 «丨 こよる も 
のでは ない* 自分 達め 目的は、 この 堆 上を 
入 Ifl の 手に 取り 卖す こと。 それ も I で きれ ば 
元の 姿に 近い 形で， 故に， 人规 文明の 谶 
辟が 損なわれ るよう な戰闞 行為は 堆 力. 囤 
兹 している* 

だから、 i れ 13 ど 巨大な 鐘 逢 物の 近くで 
交歧 するとは 考えに 《い* 诅丨二 檐械 生命 
体に »at たと し たら， 速 物から _ れた塌 
两へ 七 较 # し た 上で 交戟 する 各 だ* 

'. 『回答： 崩落が 発生した のは、 致 千年 以上 
® 去と 推 谢， よって SS の 特定は 不可 烺 j 
f 教 千年 以上 ■か* すごい な あ」 
r す どい？」 

【だって、 天并 が w れ たの が 敗 午年 前な L 
こ の 禅 殿は もっと 昔 丨こ述 てられ たって こ とで 
し J 3? それが c んな 良好な 状 發で钱 って 
るづ t、 すごい ことです よ e 砂漠の 気候は 
3拥 だか h 石造りの 連通筠 なんて、 もぅ 
と 風化 が 進んで いても 不思 嫌は ない のに J 
-ft に* ク た 後、 不意に 9 S が 立ち上が ゥ 
t し 吸い！? せられ ■るよう に 1 除 段 服の 封 里 


v QQm 


へ i 向かう* 

『今度は 何？ J 

半ば 呆れて, 2 B 【4 声 t かけ 9 S は, 
開け放たれ たま J の拥に 見入 づてい fc , 
r この 5 f h どうやって 開閉して たんだろう？ 
これ、 石です よ？ この 分 厚 さで、 この •大き 
t . 人力で どうこうで ぎる S 置し ゃない J 
饵は二 校の 5 は 戸に なって い ■& らしい が S 
押しても 5 t いても 動く 気 《 がない p 9 S はし 
#〇に蓠を择げている《 
f ど i かに 動力源が あ るんで しょうか？ J 
9 S が 室内へ と 目をや づた ，が， 目然 光が 
射し 込んで い 各 通路と 違って、 薜の 内側に 
は 興 ク睹な 間 が統 いてい 去 ばかりで あ 仏 
お構いな しに 商閻の 中へ 向かって い < 9 S の 
ま“ 153 が 回り 込んだ* 

「推 獎； ライトの 点 fTJ 
「うん* そこは 適当に J 
「了解 J 

153 が禪 らし 出した のは， 悤 いの 外 1 広 
い 空 M だった。 9 S が 1 53 と并 に 躬 ® の 中 
央 まで 走って いってし まう と、 冉び 入り □付 
近が 俯く なった 加 2 に ライ トを 威 JTT ざせ & と、 
2&も定内へと足を跬み入れ匕 
9 S が 天井を 見上げて は 走り s 走って IJ 
戡を 見!！] してい そのたび に， 靴め 苷が 
面い 天井 「こ 反響す る， か tffi え ば、 その 場 
に 厢んで 床の 黴 石を » ベ 始める， 扣の動 
作を 見て いる だけで 目が回り そうだ* 

「床 も BI も 天? Hk 全 的、 石を 撗んで 作って 


ある* 大きさを 揃えて 切って、 並べて…… • 
今まで 兒た、 どの 建® 嫌 或と も 運う □こん 
なの. 見た がない， とんな 重播を 使っ 
: たんだろう？ どうや ゥ て、 これ だけの 量の 
: 石材を a 撵 した？ たゥ たこれ ■だけの 柱で 
この 店 さと 高さを 推 持す るには？』 

興* 霣祙 にしゃべ 0 ながん 9 S は 睦の一 
面 へ 七嗶 け 霱っ た* 

f もしかして s CC 『こ 照明が あった？ この 
細長い 合の 上」 

r # 定： け イマ ツ が 卜ーチ どと 呼 林 在れ 
f こ 光 溧を因 宝した* 铼 あり j 

二 E ， CS …… 全部で A 力 新 か* 何 
K 使う 部 垣だった ん だろう？ 鹹 式の 琪 铁 
とかは なさ そ ラ だし」 

罜 内を さんざん 走り回った 後 v 9 S は 奥の 
K へ と 向か 7 た n 入 0 C 3 の B は 開けっ放し 
だ。 た*、 类の 屝は 閉ざされ ていた。 
i 「 f さかと 思う けど J 

9 S が？ ほ 戸ぬ 合わせ 自に 手を がける。 
i 「こゥ ちは 嘀嫩 I こ M く とか.， ，… J 

あ ( JWI ません よね， 七い う 9 S の 雪 菜に _L 
む晉が 重なる* 醪が へと 勖<» 
「開いた!?』 

9 S が 翼いた 樺 子で， 左右に 關い た拥を 
見 4 P 153 が ライ トを 蛊 rr レた まま. 鉀 の 中 
i 外 i を a 後した t 先行して 网 iS の 状況を 
把. 埋 する の も、 随行 支 « の-雄で あ 备， 

「# 去： この 先、 霣 と 通路に 極!!！ な 面 低*, 
移動に 支 « を 来す 珥 徜性大 J 


しかし. 153 の ■告 tS 型の 好奇心を 拗 
え ■るには 至らな かったら レい* 

「ちよっ t だけ、 見て？ ます， すぐに 51¢ ます 
から！ J 

¢5 が 手を 期す I . ffii 再び 軋む 音を た 
てて 閉じた ， 

4 

9 S とポ / M 53 が 姿 t 潘 して しまう t 、 2 B 
は 小さぐ 息を 吐いた， C の 機 4 逃す IR には 
いかない t 

F ボッ ド， プログラム. 近接 «« 支攆を » 択， 
武裝を 襲 KJ 

「了解: 過 11 艇鼇波 迷彩 W 姑、 遒箝 離玫挲 
装 儀 起動」 

ボッド 042 が 淡々 と 手麒奄 逢め ていへ 
「被 M モードを 対 3 ル ハ塑へ 逋别信 

号 imi 

ここから 先 め行_ を 考える 厶 %が 重 か。 
た。 2 S は 思考を 平 IN こ 保つ ために、 しば 
し 金 身の 動きを 北め、 力を 抜いた* 

これ も 任務の一 環に 逸ぎ ない， そう、 住 
嫌 《• 頭 〖 こ吸秘 j の 文 宇が くっっい てい S 
だけの* 

メール® 信め 通知を 受けた のは S 飛行 ユ 
ニットを 降りた * 後だった 。 * 里執逋 上の 
基地に い £とき でもなければ、 大使 B 突入 時 
でもない 。 砂; II : 降り 立ゥた その 瞬 肌 042 
がメ ール受 WS ： 管' 丨ず てきた* 
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その 時点て' 用向きは わかって いた □発 
霭 元が 司令 苗' で、 オペ レー？ 一を 織 由し な 
いメ ■ル* 保受 されに くい タイミング* 拽祛 
中の 圾秘、 t いう こと だ， 

運う， メール tSffi する ずっと 前から、 わ 
かっていた- 9 S と 抉に 入 頹文 明の 通路 SSS 
を 命じられた 4¢ から B 運から ず、 9 S を 抹殺 
せよ という 命令が 下る に違いない t 思って い 
た a その子 惑; i , 不幸に も 的中して しまった- 
r ポ ■フ K , の 位 ■惰 相と 通路 丨 則から® 接 
返 ルートを j 

「 T 解： 9 S のプ， y 々ボックス 追跡- 
ノレー ト 検索 開始」 

2& は. 9 S と 153 が 出て 行 ヮ た 屑に W ■を 
向けて 立った， 迨&に 使う めは、 別 ルート 
の ほうがいい。 ㈣ 迨 ぅよ 54、 出会い. 頭に 
仕掛けるべき だ P 

まして s 標的は S 型：. 纘査と 情 稱収* t 
得 霣 とする タイプの 最新 モデルで ある t よ 
ほどう ま （やらなければ、 不* を 突 < ことは 
II しいだ ろ ラ, 

4 っ とも 、 技 闘 SI 力 では こちらが 上で あ L 
期 敗 『 J 最初から 明らか t ;' 本来は 不 S 打 
ちな ど 必要ない n fs . fi , で# る こと. なら、' 手 
單く 済ませたかった。 » われ fc ことに 9 S が 
気づ C 前に t 终 わらせて しまいた い， そうす 
れば 1 9 S に 必要 以上の 恐怖 や 苦痛を 味わ 
わせ ずに 濟 む * 

検索 完了. という 042 の裔 声を 合 蹈丨二 

は 通路へ t ? 丨？ 返 ffi 絞を 基いで 


いる 巨石に (@ け 上 L SU」'J S のブ， クボッ 
. クス 值号 が一: 9 U こ 近く なった。 

今度は 足 奢を たてない ように 闼 段を 下 I ] 
る • ブラックボックス 11 号め 発值 i * は 次め 
那 麼 だゥ た.* 竹 かに 抜刀し％ 霣丨こ迈づぐ， 
最初の B 1 と 向 樺、 闳開 S の 扉は 開け 
技っ ti まに なゥ ている* m 視 ss で f る 
範囲 内に g s の 姿は ない， 

拥 に迈づ I すばや < 周囲に 视眯 を 巡ら 
せる。 室内に » 害钧 はない* つま L 通れ 
& W 所 もない という こと だが 1 このまま 足を 

雄 み 入 れて いい も のか ど ラ か 4 

背後に 気 R が あった* 咄槎 に 檷 li して 
應税 する ， ：? B が 立って いた 場所に， 銃獬 
が 降り注 <\ ボ 7 ド』 プログラム による 通 雄 
皤攻轚 だった a 

体 » t 立て H そうとし たと ころへ、 习が落 
ちて く S のが 見えた， いつの 間に か W 後に 
囡 り 込んで いた 近接 板 闘 用の 長矣. 
を提り 下ち して さたの だ， 

ttit, 9 S に攻 K される とは 思わな かっ 
ti. 不* 打ちに して 手 辱く 濟 ませる っも ， が、 
不 E 打ちされ た のは 自 分の ほ a だ ，たと U , 
長剣を 捉る の 右手め が けて 取 IJ を 放と 
うとした 級 間、 婭の 中で 警埘が 鳴った* 

なぜ ， 9 S が 近接 IdW 用の 武器を 牟 I ’ こし 
ている？ 妨 はこん な ふうに*# f の 柄を 攫っ 
たりは しない 答 -. … , 

すばやく 拒 雇を 取った* 骷械 に灼 かれた 
刃が 溶け 落ちる のが 見えた， 9 S が 手に し 


ていた 長剣 だ D 迁 「 J ! 丨に 取りを 放って いたら s 
右卿に 相当な 深 半を ft っ 1： いた 上 ころ だっ 
た t ifi 接 故！！ を專鬥 とする 6 型の 技 応を予 
期して、 9 S 『 SS を张 。 たのだろう。 

場所を 変えた ほうがいい， 見通しの B い 
通路は、 後から 来た 自分に 不利?^ 

大き C 软撕 して、 9 St 匝 畔を 牮 L 興の 
ひ i つへ と突ク 込んだ， 9 S の ブラック ボック 
ス« 号が 楱知 された のとは JI なる I 3 S であ 
る， 時 闖 的に 考えて、 C の 部®‘: こまて ■霣を 
仕掛け 5 余裕は な かゥた 甚だ a 

9 S が の 後を 追ってく 5 a 身 を隧 す 場 
所の ない. 開けた i 断 だ;^ 9 S 『こため らう 
様子は なかっ JU 153 に統擊 で拔 « させ、 
近 极攻擊 を 伐 妍 けて （レ <3 とん ど拎 て# 

と m ってい い 9 S の UK い 方に. 2 B は？ 3 寒つ た* 
こん 49 S 『3 見た ことがない* 

I 5 3 の 銃 供と!！ ft 蠓 とを 较 しなが \ 9 S に 
明りつ ける， が、 9 S の 動きは 予想 以上に 
素珥 かった， なかなか 決め手 i なる _ e が 
放てない。 いや h 9 S の ft き 以上 丨：、 ポパ 
め通距 «攻» が 厄介な の だ， まず 丨 J 〗 53 
の 勦き を 討 じな けれ ifi , ?_4 Z に撸承 
t 飛ばす □ 

f ポ W ! !53 を玫擊 目， こ设定 ！J 
钰行支 ブトに 「捨て# の; feSj 『 i プ 
ログ ラムされ ていない* 自身が 攻 ® t 受け 
れば I 必ず E 避 行動 丨こ 移る。 つま^ 回避 
の 鱗閗 だけは？ B へめ 遠钜 嫌攻 « が 途切れ 
る。 時間に すれば、 せい ぜし 、一 秒 か. 二 秒 


v m% 


だが、 十分 だ, 

引ゥ 切りな しだった 饺 e が 束の wu 止 まる。 
28 は一* t に 的との na 合いを！! た。 ポ 7 
f への 玟挲は 想定 外だった のか、 帱立 ちに 
なっで い& 9 S へと 錄を拘 け、 a み 出す a こ 
れで转 わ 〇 だ， と®. ったと きだった。 全身に 
違和® が 走った* 機り しめていた 甚 の® 刀 
が 床に 落ちる， 

2 B は 目％ 霓 M いた …… つもりだった が、 
そ it すらて‘ きなかった* 明 も 1 全身め 
全てが 制御を 失っ t いた， 

琛め U (石が 目の前 [= 迫って くる* 違う* 
自分の 身体が 前® め 0 になって いるの だ* 
その 塌に 倒れ伏す 寸 前、 2 BIJ 「 ごめんな さ 
い』 という 9 S © 声を «い た* 

5 

勘違い じ ゃなが ったんだ、 七9$は つぶや 
いた* といって I 実陳 (こ 者 声 化した JR で 
は:? c い* ハッキング 空間 内の 【 芦」 は s 
の 自我 T - 夕がモ う炫谋 したに 過ぎない 。 
白い 硿と 白い 氐忪 やは!? S 我 ■デー タに とっ 
ての IS 斑だった 6 

勘 運い だったらい いと 思ゥ てい fc* 26 が 
自分を 段す 免 ■でい る、 なん てことは* けれど 
も、 西蕹 の*々 に、 ふとした？! 情に、 声色に、 
その 疑念を* 付ける もの が 匝 M 見えた* や 
がて、 妖 念は 確 值丨こ 変わし つい i こは 攀実 
となつ た a 


f 本当は こんな ことしたくなかった けど …… J 
域では ない* 本心 だ* c れ 以外め 方法 
は 思い ゥか なか ゥ fc* 2 B が 哥 令 部から 送 
り 込まれ tE 拽* だと 悔 った そのと きから、 
池の やり方は ないかと ずづと 考えて S •たけれ 
ど も、 だめだった。 

Tx - it , SS が B 里! に 皤て る IR ないか fcj 
2 B の 毗關 能力の 高さは、 作 _ 行動を 荈 
にして きた 自分自身が よく 知^てい 去* ハツ 
キングで 義 体の 制 卸を 翟 わない 限り 、 一方 
的に 殺される だけ だ 6 

なかなか 険を 見せない 2&丨 こ ハ:/ キングを 
仕褂け a 叫れ 迈 接 IttM の 鼉中、 それ t 止 
めを 利そう とする 瞵 間を 狙う しか ■なか。 た D 
S * 胡が 最も 無 昉儀彳 こなる のは、 ■物を 捕 
ら える 栽 聞で ある* 地上の 生物を 明査 した 
S , 9 S が 嫌た 知曦だ ゥ た， 

逆に 嘗え ば， 2 B が 本氦で 9 S を轶 しに か 
かった からこ そ 成功 Lt ハッキング だった* 
もしも、 玫意 が徴 翟 もな かづ f ことしたら ^ 9 S 
が どれ だけ 攻 Bf しても 1 2 B は涵葙 行動を 取 
る ばかりで、 ハッキング 可能な 閡舍 いに 入っ 
てきて くれなかった だろ ラ, 9 S が 今 1 ここ 丨し 
こうして いる ことが h 2 S の 殺意の J 2 明な の だ。 
f ど 9 ちに しても 、 睇 手な 嘗い分 だよ ね」 

ただ 殺す よりも 筋い ことを している 自覚は 
ある 。 W 手に 頭の 啐丨こ 押し入って、 引っ か 
き 囡 して、 その上て ■殺そうと してい 石の だ, 
わか ■つてい る。 でも。 

「解いて お S た い 谜 が あつ た ん だ」 


9 S は 慎重に 2 B の IS W 镁味 へと 進んで 
いった* ハッキングを かけた の •は， ft 体の 
制御を 醪って 殺す ためだけ ではない* どう 
しても 知りたい こ とがあ った， 

F よって、 9 S の 抹殺を 命じ U 

!£* 領 达 の 中で も « 拓の ものは、 メールの 
—轲 と 思われ 石文® だった。 おそらぐ 
へ 》&直 前 に アクセス ボイ ント で受* してい 
たメー ルに 違いない* 未 |£ 璀の J 己 慊は， 時 
系列 顺で はなぐ 苞く 印象 1：； 残ゥた 明に & ぶ* 

メール |： M < なり, 真ゥ 先に 2 B の 目に 肤 
び 込んで きたの が 『よって、 SS の 抹较を 命 
じる J という— 文だった の だ。 とい ラ ことは， 
そ© 命令が 下る ことを:? 日は 予期して いた* 
いっか 来る i 考えて いたから こそ、 切り取 ゥ 
たように そこ だけが 目 に 入った のだろう* 
r 確 1¢ を褥た J 
?试 みたと 思われ 去 4 
r 辜 4 U 

i ■メイン サー パー への アクセスを J 
r かねてからの k 萊 j 
r ® 回に わたって j 
「紫 止されて いる j 

r9Sttj 

妃愴 の 断片が fc らばって いる。 が ば 
らばら な® は， メール を a んだ ML 2 81 よ 少 
なからず 動裡し 1： いた i いう こ と专* 味して 
いた， しかも、 味ん て ■いる 最中に 9 S が 現れ 
た t メ胃 ルの 文 簞を钮 の 中で 毬理 する 余裕 
がな かゥ た……* 
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9 SI れ 3 ら (こ E« 領域の 奥へ t 進んだ a 
驻を 解く 手がかりを 求めて fl 
f これ かな？ 司令官と 2 B の…… 密_」 

司令 B： の 後ろ姿と それを 見つめる 2 B。 
邊 ft ではなぐ パン カーのど こかで 密かに 交 
わされた 会 括ら U % 

『しかし S 型 【こよる 現地 _ 查は 単独 任務 
であるの が 通例では？ J 
r*< まで 遏例 だ* 刑 外が あゥて もい い， た 
とえば、 ©倥 反応が 多数 見られる ft 转堆 
帚なら？ （SH に 不向きな S 型を サボー トす 
る耆が 必要に な备 J 
『わかりました „ x*\t, そのよ， に J 
r と 〇 あえず は £决 だけで いい， モ こから 先 
は 迫って 指示 する j 

2 B が 9 Si 作戦 朽 動を 共に す 4 以前の 屺 
懦 だった n しかし、 この 時点では ま 自分 
は柯も J ■禁止され た 行為 J をして いなか。 た 
笔 なのに、 司令 宮丨 3 E 视役が 必要と 
利 断した， 何を 根 « にネ 

そこで I 麻 突に 9 SI こ M する 1 £ 憶が 销り込 
ん 1 で 呑た ■!> 

『俠遵 八キャ ナー タイプ li, 攀独 での » 金が 
主です 1 だかん 11 か i —锗 に 行動で きる つ 
て、 棄 しいんて •す J 

ああ 1 覚えて い 最初の 任務で 、 2 8 
f こ 1 ■。た 菅 紫 だ 1 どうやら、 あの 会 if の最 
中に 2 B は 司令 霣と の® 核を 思い浮かべて 
いたらし い* 

あのと きは 2 B が启 分を 監視して い 


る ことに 冤づ かなかった。 ま して、 r そこ か ; 
i b 先 J が あ 5 なんて s 思い もしなかった。 

: 

苦い:® いを かみしめながら 1 9 S は 次の i 

! 

記憶に 技った。 通信に よる 会 括の S 己慵 らし 
<、 司令 苜の 芦は St 音 混じりで やや 閡き取 
,! り以 ぃ. 

r^ Sffl は、 明査 i 情明职 集を 導 Ht す 

る M 体 t その 持 怯と 高 性 崆故丨 二 どうして 
も 知りす ぎて しまう a S 型の 爾 命と でも 嘗お 

フ か .-,, T. J 

知 わすぎ て 何が 慝い t と 9 S は 内心で 反 tt 
した， 知られて 困 6 ような ことがある とで も？ 
h ■• つか 必ず、 9 S は祺 止された 忾為に 手 免 
染める。 いや 、 すで に 一 練を 越えて しまっ 
たか もしれ ない J 

この 件 丨： っいて fs 反 Si しない。 衆 土され 
ている メイン サー パーへの アクセスを 拭み た 
i のは 事 要だった t 

: r まだ 確 证 丨 s ない* だが、 何者 かが 不 i ァ 
i ク ■&ス を 拭み ようとした* 今 固は 失 K に 終 
わゥ たよう だが、 あ’ そ fcK 次は …… i 
そう、 最初は 失敗した。 攻轚 型の 防 a か 
: ら进げ 出した， すぐ 丨 [« i 遇し t から I 迫 耕 
できる ような 痕 麻は铁 さなか ゥた筈 だ， 次 
は、 防 II を ひ i つ 栗 破した とこを で 断念した。 . 
その 次は、 防 I ! をい <ヮ か 突破で き た*® 

S 钫 S が增え るた び〗 二 撵 通までに 畤聞 t 
要する ようにな づ た * ■ン ッポ宏 掴まれ やすく 
なづ ていっ たの だ， 

: 

時間の 閾〇 だった のか もしれ ない， 不正 : 


アクセスが 発 覚す るの IJ a それでも、 知 5 
たか 。 た。 守りが S ければ 盟 いほ ど、 その 
向! こうに 行って みたかった 》 敢 険 だと わか ゥ 
ていても、 it めら れな かった* 目の前に 璲 
炉 あれば、 解かずに いられない, 

なる ほ 匕 これは s 堅の 宿命の ような もの， 
司令® の 雪 SU 正い そして s M 祝を つ 
ける t いう 利 断 4, t しかしたら t 抹殺 命令 
でさえ も ， 

次 の1 己慯丨 JU 再 ぴ パン* ~ の一室だった* 
今度は 後ら 姿では なぐ 正面から 司令 S の 
朗 を 捉えて い*, 

rs 銮は峨 iii こは 向きません* 処分に 手 閗 
罔る こと u ないかと j 

; f 向かない のは 近捸矓 W であ ゲ^ 畎うス 
キルが* 無 t いう* RU ゃない* それに， S 型 
は 鋭い* 司令 8 ? が お-目 付 役 4 ■送 0 込んだ こ 
ど;: 気づいて い S 可 畦 性は* い』 

： r ® づい てい & 搛 子はありません が …… j 
r 君は h その 年の 顫 察には 肉いて いない • 
s ■が _«丨 こ 向いて いないのと 同じ <j 
これ ■も s 司令官の 雪い 分が 疋 しい* ?& 
is 铒づ いて いなかった，'? s * i io< の. 老に 
2 B の 正体 & 見抜いて いた こと 『こ fl 

* 初は I 2 B が 気づいて いない ふりを して 
いるの かと® ぅた* けれども、 TO こその 疑 
いは 滴 it * はそんな 骷 用な K ではな 
かった， むしろ、 不器用 だク た。 ふとした 
柏 子に 垣 猫見 え 去® しさ、 M ぃ ■”… P 本 
人は あれで® してい & つも！? なのか もしれ な 


v 叫 I 昍 


いが、 S 型に とっては わかりやすい ことこの 
上ない* 

I いずれにしても， こちらが 坎擊に 出れば 1 
9 S は W 遑いな < 反软 して （るだろう* S 梨 
の彿 意と す 5 ハ ッ丰 ング ^ な』 

なん i いう Jft 眼 〇 拾 手を 送りた <な9 た d 
今. まさに 1 辜 眩は 司令官の fl ■葉 ど fc りに 
興 開して いる t 

これで， 功 の 半分は 解け 匕 2 B «「 K し」 

の 理由は、 知りす ぎ てし まった 9 S を 処分せ 
よと 司令 亩が 命令した から t だ 0 て H 拽 
りの 半分を _ K _ は どこ だ 5 7、 と 坍っ たと 
きたった。 

mi 先. 丨ご 行かせ て、 その 間 丨 こ 犹 装を 展 ML 
出会い頭 | こ不鞏 打ちを 仕掛け 

句令官 との 金 括の 中丨 こ. 時系列の 異なる 
8 己慵 の 断片が 割 1 ) 込んで 
f 一瞬で 終； b ら せれは …… J 

前後ぬ 会 括に 比べ て I 明らかに 古い 圮懺 
だった， 2 B は， 蜀令宮 から 命令が 下る だい 

| 

ぶ 前に、 9 5¢ 殺す 手. 丨!£1 を 考えて いたらし い* 
f 呵が 起さた のか、 9 S 『こ 免づ かせない よう 
に--… そうすれば， 余 針な 恐怖と 苦痛を 味 . 
わ わせずに 

残りの 半分が 明けた， そういう ことだった 
と 拥 「こ® ち tt ころで、 割り込んで い 
た Ktft が 消え fc a . 

r 近接 戟 明に « れ た 君で 仏 ハッキングされ : 
て義 体の 制 供を 奪われたら 1 文字 どおり、 

手 も 足 も 出ない E だから」 


だから？ 2 B 丨： 何を やらせた？ 不意 打 
ちは、 司令官の 椹 示て ■はない， 司令 背 はい。 
たい 何を 指示した 卞 

『ハッキング 空間 内に トラップを 仕掛け 5 J 
いやな 予 がし 匕 次の 转 W - 白一色 だっ 
. た ハッキング 空. Mf こ 霣7 黒な ia ガ现れ た 
オレンジ fe や 紫色の 光の 球が 9 S めがけて 
飛んで くる， 段® 里! の摈理 ウィルス だ。 

K 檐瓴 城に 域理 ウィルスを 仕込め 叭 確 
か丨二 熳 入し fe 9 S の 自我 データを 効果的に 
. 攻擊で td tt 理 ウィルス による 攻 
搫は 2 B 自身に も 及び かねない* だから h そ 
こ t で丨 i やらない だろ う m んで い : t ■> 
「くそっ! 甘かった！』 

それは 子渊 ではなぐ 9 S め mm ! こ 過ぎ 
なかった* 司令 苕は 1 い あゥさ 15 と： JB を 
危険に さみす® を* 

税 出しなければ fl 自执 データが 汚染され 
6 前に, 

Iftti ' ii 理 ウィルスに よる 攻擊も 万全では 
ない* もう ひとつ、 手を 打って おこう j 
脱出 □は どこ だ!？ あらかじめ _ 保して 
おいた ルート は!？ 

r 閉雄防 « で I tt 理 回路 円に 閑 じ 込める； 
いつの 閗丨 こか、 身 Ijlf ■が とれ なくなっ てい 
た， ハッキング 空 開 内に 発生し t どす 鼽 い 
球体が 急 逐に增 « している ， 自己 閉 縞系ア 
ルゴ リズムに よ 去 防 a だった。 

「ポク ド I 新たな 蜕出 ルー トを _痪！』 
しかし' ボッ ドからの® 答は ない* 蜍璉 ウイ 


： ルスは 9 S の 目 我 デー； 9 を攻® したの みなら 
t , 外部との 運辂 をも迺 »3 していた D 

退 銘は绝 たれた* 数秒て ■『今® J 自 

我 デー タは柙 L 漬 されて 消滅す る。 真っ白 
; な ハッキング 空間が 黑 く 途り铋 えられて いく 
m, ?s は 為す 術 もな く見ヮ める & 
i f もぅ ，ぃぃ か…… J 

2 B が 抹殺 命令の メ ーA ■を 受け取った の 
は、 砂* の 7 クせス ポイント だゥ た。 そこから、 
調査 地点に 至る まて、 殺す チャンス はいくら 
で ti あった* 身を 阐す 場所 もな く， 足場 も® 
い 砂漠は 、 _ 闘 丨： ■れ ている 2B に 有利 だ c 
なのに I :? B は 神殿に 入る まで 仕掛けて こな 
かった. a Ktftt 效吞見 Xi その 理由が わか ■っ 
: た， やゥぱ <K 26 は 不器用だった んだ な、 

I tm* 

一 睥で籽 わらせる ためだ， 9 S が 何も 知 
| らない 生ま、 死んで いける ように* 

«® を 取い 球体が 陳閗 なく 埋め 尽くして 
い“ けれどし 不思 _ と 餑 かな® 持ち だ， 
: た* 恐怖 も 苦痛 iS じない* 

! 『さよな 蚁 2 BJ 

そし 閱:〇 巧って# た I 

6 

失われた と？ と 冋じ聛 旁 さで， e 核め！ iij 
御が 戻って？ た c 

r 閉纽钫 It 作 KlI * 理回 辞、 封 8(1 充了 ^ ■遅 断」 
ZB は 何度か 瞬 5 をして 動作 確炫 をした 


wm 


SHOftir arofty * 


後、 ゆっ 身体を 起こした. 運動 哦墒 I こ 
も W 1 B : はない。 
r ■…” 消去』 

何の 手応え も、 it で 菊した ほ どの 3( みす 
らな かった 4 コマ v ドが 実行され た、 と 瘵じ 
ただけ だ B 

傍 横たわ 7 ている？ S の!！ 体を 見下 
冬す* ブ’ タク ボ v クス® 号は まだ ff it して 
いないが 、 自我 データが 淌 去され たせいて s 
あらゆる 播烺が 休止して いる。 

迈 接 « ft » によ ゲ^ St 仕 3 J めら れれば 
皮 し、 保に 仕® め撲 ねても 段 重 型の 玦理 ウイ 
ルスで ¢3 の 自我 デー タを攻 » させる E 9 S 
が tt 埋 ウイルスの 除去 (こ 成功した と しても、 
閑 M 防！! で 論理 囹 路 内に 明し C めて おけ 
ば、 回路 ごと 消去で 逢 石。 全て 司令 客の 発 
窠 だった 》 

对は 近接 献闢の 後に ハッキングと いう 二 
核 構えの 作 16 に 出た？^ 三段構えの 作 it 
を 考えた 司令官の 鯓ち だ,. 

2 Bli 軍ア T を 逆手に 埋 》 K まっすぐ I こ 振 13 
T ろした <■ 

「» 邾 を这壤 J 

手のひらに 奇妙な 反_ が あった* 睦钱し 
たことの ない 手応え だ ゥた„ 仲間の 髏 体を 
被壩 する のは、 別段， 初めて というまでは 
ない® に， m 場で、 行動 不能に なった 隊員 
1 楽 I こして やった ときには t こんな 疙*は* 
か？ た。 破壙が 不完全な のだろう か？ 
「胸部を® 壤 J 


も ラ… SE 、 擴り T ろした。 変 だ t 奇妙な 
孢 寛 が 迄 がって いる. $っ# は 手のひら だ 
けだった のに， 今は 上半身に 压迫皞 が ある* 
钩瓔的 に E 迫され ている K ではない* なの 
1 C . 抄 に* 苦しい* 

「ブラック ボック ス偉号 の 停止を 確*®」 

典 达は完 会に 掖壤し 自我 デー タ t 消 
えた* 9 S は 死んだ* 任 拐芫了 だ， に 4 拘 
わらす、 やウ 残した ことがある ような、 この 翮 
りな さは 呵 なのか 1 呷 吸携盹 丨こ 乱れが ある 
fflrh なぜな のか。 
r さよなら、 2 bj 

9 S の 戸が® 円で 再生され た。 K 憶 内に 
残った データ， 9 S の 最後め** : 奇妙な 
M の片 H に 兆した 遵 和® の 正体が 
わ かった* 

(そうか。 これが …… J 
後ろめ た ざ， と旰ばれ&感憤だ- 庇いは、 
自寅の 念 か， いずれにしても， 苺 情を 持つ 
こ t は 禁止され ■ている* 

禁じられ た 感情を 押 し 被 そうとした 敦 K 1 
抗 うかの J ：? に 满 いて 穿た もめが あ 杏* 9 S 
に まつわる 纪 憶だづ fc * 

? a , と 呼ぶ 声， 睢 かと一 緒に 行動で きる っ 
て 楽 t いんです， と ラれ しそうに 曾った と 含 I 
の □杆 。 はにかんだ ような 笑みだった a 2 B ^ 
て* 外 七 大雑把なん です ねと 、 呆れられた 
のは、 t 、っの 作 It だ， たか-…-- 令 

哦の 奥! こ 不快な 塊が あ 4 • そして， Mil ! 
内め 締め付け るよう な 痛み # 2 B は ひたすら 


饱 を 食いし ばった 去って いった 者め 
が gl された 者を 苛む ことを i 初めて 知。 た • 
これは® ち だ a 必要 以上に E 憶を 薑» 
: してし まゥ た# i の， ■■… , 

! 『 さよなら . 2 B 2 

また だ， あの 声が ， tJCa 
强 <1* を攆ゥ X , は の 声を ifi い 故う* 
i r 私は 期らない j 

S 徬だづ t の だから* _惑な ん て、 な 
I い ^ mpuz, だか t 阿 じ 命令が 下れば、 
次 も i た网 じこ t をす sc ろ ■う P 
それが 私の 灶零 だか と 自分に: t い M 
かせる と 2 BiJ まっすぐに 卵を 上げた， 

: f ポプ に 芎令 部に 通 值を| 

: fT*¥j 

ポッ ドが jiil 用の 画面を 映し出す。 

次 もまた 間 じ C とを する けれども s 先、 

必要 以上に 推 かと 接 14 する のは 止めようと 
= 思った* 

共に a ごす 時間 も、 会睹忪 最值 晒に し 
ょ ラ* 余計な 紀« を* 锖 しでし まわない よ 
うに， あっ t はならない 疼 情を 生み出し てし 
家わない よ？ に 》 
r こちら、 司令部』 

もう 一度 s 深く 患を 吸って、 吐き出した* 
胸の 中に 残る 痛み ごと， 全て □ 

2B, 任拽亮 了し まし fcj 
淡々 と® ( f * 声から， 流砂の ように 何 か 
が 零れ 落ちて いった， 
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